
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施設計業務委託照査要領 
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北千葉広域水道企業団実施設計業務委託照査要領 
 

(目 的) 

第１条 この要領は、北千葉広域水道企業団(以下「企業団」という。)が所掌する実

施設計業務委託(以下「設計業務」という。)の照査に必要な事項を定め、成果品の

品質向上と設計担当技術者の資質の向上等を図ることを目的とする。 

 

(定 義) 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１）照査 

受託者が、設計業務の完了までに行う、発注条件、設計の考え方、構造細目

等の照合及び技術計算等の検算であり、照査項目一覧表に照合することを言

う。 

（２）業務委託発注時の確認 

企業団が、設計業務を発注する前の段階で、特記仕様書に明示すべき事項及

び打ち合わせで指示すべき事項を中心とした設計条件となるように基本的事項

の一覧表(以下「発注前確認項目一覧表」という。)に基づき確認することを言

う。 

（３）照査状況の把握 

企業団の照査状況を把握する者が、受託者の照査技術者から照査項目一覧表

に基づく照査結果の報告を受け、照査状況を的確に把握することを言う。 

なお、企業団及び受託者の担当者は立ち会うものとする。 

（４）照査技術者 

受託者において、照査業務に携わる者を言い、原則として技術士又はこれと

同等の能カ及び経験を有する技術者を言う。 

なお、照査技術者は業務委託契約約款第 3 条に規定する業務主任技術者を兼

ねることができない。 

（５）照査報告書 

設計業務の最終段階で報告するもので、照査計画、各段階の照査項目一覧表

及び設計調書をまとめたものをいう。 

 

(照査の対象) 

第３条 照査の対象となる設計業務は、次に掲げるものとする。 

（１）水道管布設工事（管路） 

（２）構造物築造工事（取水場） 

 （３）構造物築造工事（浄水場） 

（４）設備工事（電気・機械・計装） 

 

(照査業務等の方法) 

第４条 設計業務発注時の確認、発注後の照査状況の把握及び照査は、別記様式の実

施設計業務委託照査フローチャートにより実施するものとする。 



２．設計業務発注前の設計の基本的事項の確認は、別記様式の発注前確認項目一覧表

により、企業団が実施するものとする。  

３. 照査は、発注後の主な段階で別記様式の照査項目一覧表により、受託者が実施す

るものとする。 

４．照査状況の把握は、受託者から提出された照査項目一覧表により企業団は報告を

受け、各項目毎に内容を把握するものとする。 

 

(設計業務発注時の確認及び照査状況の把握を行う者) 

第５条 設計業務発注時の確認及び照査状況の把握を行う者は、企業団の組織規程第

二条に掲げる「主務室の長」とする。 

 

(照査を行う者) 

第 6条 照査は、受託者の照査技術者が行うものとする。 

 

(保 管) 

第 7 条 発注前確認項目一覧表及び照査項目一覧表の保管は、設計業務で実施した当

該要領第３条の工事か完成するまでとする。 

 

(その他) 

第 8 条 受託者は、設計業務が完了に近づいた段階で、別記様式の設計調書を作成し、

照査報告書に含めて企業団に提出するものとし、その保管は主務室の長が行うもの

とする。 

２．本要領の運用については、別途定めるものとする。 

 

 

附 則 この要領は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則 この要領は、令和４年 10月 1日から施行する。 

  



北千葉広域水道企業団実施設計業務委託照査要領の運用について 
 

1 .用語の定義 

（１）条件等指示 

発注前確認項目一覧表をもとに、設計条件となるような基本的事項や今後の照

査業務で指示すべき事項等をとりまとめ、書面で提示することを言う。  

（２）管路 

管路及び水管橋、推進等の特殊配管を言う。 

（４）照査計画 

照査の体制、照査手段を始めとし、企業団から提示された照査項目一覧表の内

容に受託者の保有する専門的かつ技術的な知見を加えた照査内容を具体的に整備

する計画を言う。 

（５）業務計画書 

設計業務を遂行する上での基本的な事項を定めるもので、その内容は業務体

制、業務工程、照査計画等を言う。 

 

２．特記仕様書への明示 

設計業務委託特記仕様書に以下の条項を明示する。 

第〇〇条照査 

１．本業務における照査は、「北千葉広域水道企業団実施設計業務委託

照査要領」により行うものとする。 

２．照査は、照査技術者が行うものとし、照査体制等を整備した照査計

画書を作成し、業務計画書に明記するものとする。 

 

３．発注前確認項目一覧表の取扱い 

（１）設計担当者が、業務内容から判断して該当対象項目を抽出し、「該当対象欄」

に〇印を記入し「確認欄」に日付を記入する。 

（２）設計時に本一覧表及び準備した具体的設計条件を、主務室の長及び設計審査員

（ただし、1,000 万円以上の設計業務）に説明し、確認を受ける。 

 

４．照査項目一覧表の取扱い 

（１）各照査段階において、照査の済んだ項目に〇印と日付を記入し、照査された項

目と照査されない項目が分別できるようにする。 

（２）照査項目は、業務内容、規模、重要度に応じて追加又は削除することができる。 

なお、追加する場合は、別紙に新たな照査項目を明記するものとする。 

（３）照査項目一覧表のみでは、把握できない照査事項がある場合においては、必要

となる資料等を照査項目一覧表に併せて提出させるものとする。 

この場合においては、提示資料欄に必要となる資料項目を明示するものとする。 



（４）照査項目一覧表は、照査技術者及び業務主任技術者の氏名を明記したものを

提出するものとし、主務室の長は報告を受けた項目毎に赤で照合済である旨を

付し、照査状況を的確に把握したものを保管するものとする。 

なお、照査資料は、受託者には返却しないものとする。 

 

５．設計調書の取扱い 

（１）設計調書は、参考事例として利用できるようにするため集積するものとし、主

務室の長はこれを年度末にまとめるものとする。 

（２）設計調書は、主務室の長が一元的に保管する。 

業務体制の記載例(業務計画書) 

 

業 務 体 制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

原則として技術士又はこ

れと同等の能力及び経験

を有する技術者で、業務

主任技術者を兼ねること

ができない。 

照査技術者 

業務主任技術者 

設計業務各担当

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施設計業務委託照査項目一覧表 
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１．水道管布設工事（管路） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

                   

 

 

 

 

受託者 

起 案 受託者 

企業団 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

主務室の長 業務委託発注時の確認 

発注前確認項目一覧表 

現地踏査 

契  約 

設計計画 
業務計画書（照査計画含む） 

報告①(基本条件の照査) 主務室の長 照査状況の把握 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧表 

照査項目一覧表 

一般図作成 

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調書 

報告②(細部条件、構造物細目の照査) 主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調書 

構造計算 

詳細図作成 

数量計算 

施工計画 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含む） 

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 

照査報告書 

成果品提出・検査 
 委託業者が実施す

る照査関連事項 
注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計画提出

時に打合せにより設定する。 



 

 

基本項目一覧表 (管路)                                         Ｎｏ.１ 

発注前確認 照 査 ① 照 査 ② 照 査 ③ 

１ 設計の目的、主旨 

２ 設計の範囲、内容、工期 

３ 路線選定、工事名、設計区間、

工事(発注)時期 

４ 現地調査(予備調査) 

５ 関係機関との協議 

６ 設計基本条件 

（１）管径、管種、管継手の選定 

（２）管路付属設備の設置 

（３）特殊配管の選定、設置 

（４）管布設替工事の検討 

７ 施工上の基本条件 

８ 景観検討の必要性 

９ イメージアップの必要性 

10 貸与既往資料の確認 

11 成果品 

１ 設計の目的､主旨､範囲､内容 

２ 仕様書 

３ 貸与資料の確認 

４ 現地調査結果 

５ 関係機関との協議 

６ 計基本条件 

（１）管の埋設位置、土被り 

（２）管 経 

（３）管 種 

（４）管継手 

（５）伸縮継手 

（６）管路の付属設備 

（７）特殊配管 

（８）管布設替工事 

７ 地盤条件 

８ 耐震検討 

９ 使用材料 

10 施工条件 

11 景観検討 

12 イメージアップの検討 

１ 設計図 

２ 管路の各種計算 

３ 管路の付属設備 

（１）バルブの設置 

（２）バルブ室の設計 

（３）空気弁の設置 

（４）消火栓の設置 

（５）排水(ドレーン)設備 

４ 特殊配管 

（１）河底横断 

（２）軌道(道路)横断 

（３）水管橋、橋梁添架管 

（４）推進工法 

（５）シールドエ法 

（６）サージタンク 

５ 管布設替工事 

（１）断水連絡工法 

（２）不断水連絡工法 

（３）仮配管、切回工事 

（４）不用管撤去、給水管切替 

６ 防食 

（１）水道用鋼管、鋼管杭等の電

食防止措置 

（２）腐食防止措置 

１ 構造計算書 

２ 設計図 

３ 数量計算書 

４ 施工計画 

５ 設計調書 

６ 占用、使用、届出(工作物)等

申請資料の作成 

７ 報告書 

管一基ー1 



 

 

基本項目一覧表 (管路)                                          Ｎｏ.２ 

発注前確認 照査① 照査② 照査③ 

  ７ 土工 

（１）掘削工 

（２）埋戻し、締固め工 

（３）残土処理工 

８ 仮設工 

（１）土留工の選定 

（２）土留工の設計 

（３）水替工の選定 

（４）地下水位低下工法の選定 

（５）水替工の設計 

９ 路面復旧工 

10 管路基礎 

11 地盤改良 

 

管ー基ー2 



 

 

 

 

 

 

 

発 注 前 確 認 項 目 一 覧 表 
 

 

 

 

 

                           業 務 名： 

 

                           設計者所属・氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

発注前確認項目一覧表 

管ー前－1 

No.  項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

設計の目的、 王旨 

 

 

設計の範囲、内容、工期 

 

 

 

路線選定、工事名、設計区

間、工事(発注)時期 

 

 

 

現地調査(予備調査) 

１）設計の目的・主旨は明確になっているか。 

２）全体事業計画との整合ととれているか。 

 

１）設計の範囲は決定しているか 

２）設計の内容は決定しているか: 

３）設計の工期は決定しているか。 

 

１）路線は決定しているか。 

２）工事名は決定しているか。 

３）設計区間は決定しているか。 

４）工事(発注)時期は決定しているか。 

 

１）地形状況を調査したか。 

２）沿道状況・交通状況を調査したか。 

３）河川状況を調査したか。 

４）環境状況(騒音・振動等への配慮面)を調査

したか。 

５）周辺構造物との関係を調査したか。 

(近接構造物との関係、影響度等) 

６）他企業の地下埋設物(支障物件)等を調査し

たか。 

７）試掘が必要な箇所があるか。 

８）当団既設管の状況を調査したか。 

９）公私有地の確認をしたか。 

10）埋蔵文化財の有無を調査したか。 

特記仕様書

事業計画書 

 

特記仕様書 

 

 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

調査資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロフィルム 

   



 

 

発注前確認項目一覧表 

  

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

関係機関との協議 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計基本条件 

（１）管径、管種、管継手の 

選定 

 

１）道路管理者との協議は進んでいるか。 

２）河川管理者との協議は進んでいるか。 

 ３）鉄道との協議は進んでいるか。 

 ４）警察との協議は進んでいるか。 

 ５）消防との協議は進んでいるか。 

 ６）地元及び他権者との協議は進んでいるか。 

７）バス路線との協議は進んでいるか。 

 ８）関連企業者(電気・電話・ガス・下水道等)   

との協議は進んでいるか。 

９）その他の関係機関との協議は進んでいるか。 

 

 

 １）管径の決定 

ａ 計画口径と整合しているか。 

ｂ 「水道施設設計指針・解説」に示す事項 

に留意して検討したか。 

 ２）管種の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

 ３）管継手の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

 

関係機関との協議書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画書 

  

 

 

 管ー前－２ 

No.  項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

 （２）管路付属設備の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特殊配管の選定、設置 

１）バルプバルプ室の設置 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

２）空気弁、消火栓の設置 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

３）排水設備(ドレーン設備)の設置 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

 

１）河底横断の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

２）軌道横断(道路横断)の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

 ３）水道橋、橋梁添架管の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

４）推進工法の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

５）シールドエ法の選定 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

    

管ー前－３ 



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

（４）管布設替工事の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工上の基本条件 

６）サージタンクの設置 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

 

１）連絡管工事 

ａ 断水連絡工法の採用 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。  

ｂ 不断水連絡工法の採用 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項

に留意して検討したか。 

２）仮配管、切回し工事 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

３）給水管切替工事 

「水道施設設計指針・解説」に示す事項に

留意して検討したか。 

 

１）工事時期と全体工程が明確になっているか。 

２）工区割は決定しているか。 

３）運搬路・迂回路・ヤード確保の見通しはあ

るか。 

４）土捨場は確保されているか。 

５）工事用電力は確保できるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画書 

 

地形図 

   

管ー前－４ 



 

 

No. 項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

景観検討の必要性 

 

 

 

 

イメージアップの必要性 

 

 

貸与既往資料の確認 

 

 

 

 

 

成果品 

６）工事用水は確保できるか。 

７）洗浄時の河川・用排水路等の流末状況及び排    

水基準が明確になっているか。 

 

１）水管橋・添架管・サージタンク等で特別景観

を配慮するものがあるか。 

２）方針・内容は決定しているか。 

３）検討に必要な資料は整理されているか。 

 

１）仮設備、安全施設、営繕施設等でイメージア

ップを考慮したか。 

 

１）測量成果(平面・横断・縦断)は整理されてい

るか。 

２）地質調査報告書は整理されているか。 

追加ポーリングは必要ないか。 

３）その他関連資料は整理されているか。 

 

１）成果品の内容(部数・サイズ等) は決定して

いるか。 

 

地形図 

 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

測量成果品 

 

地質調査報告書 

 

 

 

特記仕様書 

   

管ー前－５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道管布設工事（管路） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受託者 企業団 

現地踏査 

契  約 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

業務計画書（照査計画含む） 
設計計画 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧

表 報告① (基本条件の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表 

一般図作

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調

報告②(細部条件、構造物細目の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調

書 構造計算 

詳細図作

成 

数量計算 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 

照査報告書 

成果品提出・検査 

 委託業者が実施す

る照査関連事項 

注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計画

提出時に打合せにより設定する。 



 

 

照査項目一覧表の記載について 

 

（１）照査項目一覧表の記載は、項目の順に行い該当対象項目に〇印を記入する。 

（２）各照査段階において、照査の済んだ項目に〇印と日付を記入し、照査された

項目と照査されない項目が分別できるようにする。 

（３）照査項目は、業務内容、規模、重要度に応じて追加又は削除することが出来

る。 

なお、追加する場合は別紙に新たな照査項目を明記する。 

（４）照査項目一覧表のみでは、照査した内容を説明しにくい場合は、提示資料欄

に必要となる検討書、図面等の資料項目を明示し、一覧表に添付して提出する。 

（５）各段階の照査が完了したときは、照査技術者及び業務主任技術者の確認済み

のものを提出する。 

照査技術者及び業務主任技術者は各段階の照査完了時に、確認欄に「済」を

記入する。 

 

  



 

 

 

 

 

基本条件の照査項目一覧表 

( 照 査 ① ) 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

                                                 

                 

 ※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

           

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

基本条件の照査項目一覧表(様式ー1 ) 

No. 項 目  主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

設計の目的、趣旨、範

囲、内容 

 

仕様書 

 

 

貸与資料の確認 

 

現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関との協議 

１）設計の目的・趣旨・範囲・内容を理解し

たか。 

 

１）特記仕様書の内容を理解したか。 

２）建設工事共通仕様書の内容を確認したか。 

 

１）貸与資料の不足点、追加事項があるか。 

 

１）地形状況を把握したか。 

２）沿道状況、交通状況を把握したか。 

３）河川状況を把握したか。 

４）環境状況(騒音・振動等への配慮面)を把握

したか。 

５）周辺構造物との関係を把握したか。 

(近接構造物との関係・影響度等) 

６）他企業の地下埋設物(残置矢板等支障物件)

を把握したか。 

７）試堀が必要な箇所があるか把握したか。 

８）企業団既設管との状況を把握したか。 

９）公私有地の区別を把握したか。 

10）埋蔵文化財の有無を把握したか。 

 

１）関係機関及びその協議内容を把握したか。 

業務計画書 

設計計画書 

 

 

 

 

貸与希望資料 

 

現地調査調書 

現地写真集 

   

管－照１－１ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表(様式ー1 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対照 照 査 

６ 設計基本条件 

（１）管の埋設位置、

土被り 

（２）管 径 

 

（３）管 種 

 

（４）管継手 

 

（５）伸縮継手 

 

 

（６）管路の付属設備 

 

 

 

 

（７）特殊配管 

 

1 )管の埋設位置・土被りは適正か。 

 

1 )管径は把握したか。又、選定は適正か。 

 

1 )管種の選定は適正か。 

(耐震検討を含む) 

1 )管継手の選定は適正か。 

(耐震検討を含む) 

1 )伸縮継手の選定は適正か。 

(耐震検討を含む) 

 

１）バルプの設置は適正か。 

２）バルプ室の設置は適正か。 

３）空気弁、消火栓の設置は適正か。 

４）排水(ドレーン)設備の設置は適正か。 

 

１）河底横断の選定は適正か。 

２）軌道(道路)横断の選定は適正か。 

３）水管橋・橋梁添架管の選定は適正か。 

４）推進工法の選定は適正か。 

５）シールドエ法の選定は適正か。 

６）サージタンクの設置は適正か。 

設計計画書 

基本条件検討書 

   

管－照１－２ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表(様式ー1 ) 

No. 項  目  主な内容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

10 

（８）管布設替工事 

 

 

 

 

 

地盤条件 

 

 

 

 

 

耐震検討 

 

 

 

使用材料 

 

 

施工条件 

１）連絡管工事 

a断水連絡工法の採用は適正か。 

b不断水連絡工法の採用は適正か。 

２）仮配管、切回し工事の方法は適正か。 

３）給水管切替工事は適正か。 

 

１）土質定数の設定は適正か。 

２）支持カ・地盤バネ値の設定は適正か。 

３）地下水位・地下水の評価は適正か。 

４）構造物と柱状図との位置関係は適正か。 

５）液状化の判定は適正か。 

 

１）耐震検討は適正か。(地盤種別、固有周期、水平深

度等) 

２）地震応答解析の必要性を確認したか。 

 
１）使用材料と規格・許容応力度は妥当か。 

２）特殊材料の供給条件は確認したか。 

 

１）工事時期と全体工程を把握したか。 

２）工区割を把握したか。 

３）運搬路・迂回路・ヤード確保の状況を把握したか。 

４）土捨場の確保の状況を把握したか。 

 

 

 

 

 

 

地質調査成果品

及び検討書 

 

 

 

 

耐震検討書 

 

 

 

 

 

 

施工条件検討書 

   

管－照１－３ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表(様式ー1 ) 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

景観検討 

 

 

 

イメージアップの検

討 

５）工事用電力の確保を把握したか。 

６）工事用水の確保を把握したか。 

７）工事用排水・管洗浄排水時の河川用排水 路の

流末状況及び排水基準を把握したか。 

 

１）特別に景観を配慮する必要があるか確認した

か。 

２）方針・内容を把握したか。 

３）検討に必要な資料は整理されているか。 

 

１）仮設備、安全施設、営繕施設等でイメージアッ

プを検討したか。 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

検討書 

   

管－照１－４ 



 

 

 

 

 

細部条件の照査項目一覧表 

( 照 査 ② ) 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名: 北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

                                                 

  

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

 

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

管－照２－１ 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

設計図 

 

 

 

 

 

管路の各種計算 

 

 

 

管路の付属設備 

（１）バルプの設置 

１）平面図・縦断図・横断図・構造図・配管詳細図

等の作成は適正か。 

２）様式ー1設計基本条件との整合はとれているか。 

３）構造計算書の結果が正しく図面に反映されてい

るか。 

 

１）管厚計算は適正か。 

２）異型管防護計算は適正か。 

３）管路ひねり計算は適正か。 

 

 

１）取水管・導水管 

a計画的に設置したか。 

b弁口径 500mm以上は、バイバス弁を設置したか。

又、バルプ室内に設置(原則) 

２）送水管 

a本管からの分岐管にバルプを設置したか。 

又、本管の分岐点下流にもバルプを設置 

b 弁口径 500m 以上は、バイバス弁を設置したか。

又、水圧 4.Okgf /の場所では口径 400m のバルプ

にもバイバス弁設置 

c弁口径500mm以上は、バルプ室内に設置 (原則)し

たか。 

d割丁字管による不断水分岐の場合、分岐管にバル

プを設置(原則)したか。 

設計図 

 

 

 

 

 

 

計算書 

 

 

 

細部条件検討書 

   



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

 管－照２－２ 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （２）バルプ室の設計 

 
 

 

 

 

 

 

 

（３）空気弁の設置 

 

 

 

 

 

 

（４）消火栓の設置 

 

 

（５）排水(ドレーン)設備 

 

１）バルプ室内の配管は、継輪・フランジアダブ

ターを用いたか。又、バルプ全閉時の片水圧に

よるバルプ移動がないように配管したか。 

２）バルプ室底部に排水ピットを設けたか。 

３）開度指示計と頂下面との間隔は、30cm 以上を

確保したか。 

４）電気・計装機器を設置した場合は換気等の防

湿対策を講じたか。 

 

１）急速空気弁又は、双ロ空気弁を設置したか。

(管径400mm以上) 

２）概ね 500m 程度の間隔をもって要所に設置した

か。 

３）水管橋・橋梁添架管等の露出する空気弁に

は、防凍処理を講じたか。 

 

１）設置にあたり、位置を検討したか。 

２）補修弁を設けたか。 

 

１）管径決定にあたり、本管流速を1.0m / s 以上

(原則)として検討したか。 

２）導水管及び送水管の排水管に取り付けるバル

プは2個を直接に設置(原則)したか。 

    



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

管－照２－３ 

No. 項 目 主 な 内 容 是一小資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

４ 特殊配管 

（１）河底横断 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）軌道(道路)横断 

 

１）工法決定にあたり、河川状況・堤体部構造・

地質状況等を十分把握して検討をしたか。 

２）河川管理者と十分協議して施工方法・位置・

構造等を決定したか。 

３）埋設深さは、河床の表面から 2 m以上 (原則)

としたか。 

４）横断箇所両端に埋設位置を示す標識を設置し

たか。 

 

１）工法・埋設位置・構造等決定にあたり、十分

な検討及び施設管理者と協議をしたか。 

２）鋼管で軌道を横断する場合は、測定用ターミ

ナルの設置又は電食防止の措置を講じ 

３）横断箇所両端に埋設位置を示す標識を設置し

たか。 

 

細部条件検討書 

   



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （３）水管橋、橋梁添架  

管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）推進工法 

１）形式・構造・施工方法の決定にあたり、河

川・橋梁等の状況、経済性、周囲環境、地質条

件、荷重、耐震性、将来計画等を十分調査検討

し、又施設管理者と協議し、最適な構造形式を

決定したか。 

２）最高位置に空気弁を設置し、空気弁には防寒

箱を取り付けたか。 

３）支持構造は十分検討したか。 

４）橋台部と埋設管との間に伸縮継手を設置 

５）水管橋には管理用歩廊を設置(原則)し 

６）適切な防食措置を講じたか。 

７）落橋防止等の耐震措置を講じたか。 

 

１）推進方式の決定にあたり、地質・障害物・周

辺環境等を十分把握し関係機関とも十分協議

し、安全かっ経済的で適切な工法を決定した

か。(工法比較検討の実施) 

２）補助工法の選択は十分検討したか。 

３）推進管の管種は強度・耐久性・施工性を考慮

し、管径・延長・深さ及び工法に最適なものを

選択したか。 

    

管－照２－４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （５）シールドエ法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）サージタンク 

１）シールド形式の決定にあたり、地質・堀進距

離・地表地下構造物状況・地下水位・地下埋設

物・エ期等を十分検討し、関係機関とも十分協

議して安全かっ経済的な形式を決定したか。(比

較検討の実施) 

２）シールド断面は、水道管口径・施工性・安全

性を検討して決定したか。 

３）セグメント内に引き込む水道管の管種は、現

場の施工条件・経済性・安全等を検討して決定

したか。 

４）セグメントの選定は、安全性・施工性・経済

性を考慮して選定したか。 

５）坑内換気装置は、十分検討したか。 

６）立坑内の配管については、十分検討したか。 

 

１）サージタンクの形式・設置位置・構造・水

位・容量・水面積等の決定にあたり、経済性・

施工性・維持管理の難易等を十分検討して決定

したか。 

    

管－照２－５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

５ 管布設替工事 

（１）断水連絡工法 

 

 

 

 

 

 

（２）不断水連絡工法 

 

 

 

 

（３）仮配管、切回し 

工事 

 

 

 

 

（４）不要管撤去、給水

管切替工事 

 

１）断水連絡工法採用にあたり、下記の項目を検

討したか。 

a断水区域 

b断水時期 

c地下埋設物 

d使用機材 

e確実な異形管防護 

１）不断水連絡工法採用にあたり、下記の項目を

検討したか。 

a割丁字管の取付位置 

b不断水連絡箇所の防護工 

c同口径割丁字管の採用 

１）仮配管・切回し工事にあたり、下記の項目を

検討したか。 

a 他工事・一般通行に支障のない場所に管を移

設したか。 

b 仮配管工事による断水回数を極力減少するよ

う考慮したか。 

１）不要管は撤去(原則)したか。 

２）給水管切替は、給水工事施工基準に基づいた

か。 

 

細部条件検討書 

   

管－照２－６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

６ 防 食 

（１）水道用鋼管、鋼管

杭等の電食防止措置 

 

1 )電食防止措置にあたり、下記項目(原則) を検

討したか。 

a 埋設管路には、測定用にターミナルⅢ型を

200mごとに設置したか。 

b コンクリート構造物と貫通して配管されてい

る埋設鋼管には、コンクリート壁から 10m 以

内にターミナルを設置したか。 

c 鋼管とダクタイル鋳鉄管等の接合箇所には、

鋼管側及び鋳鉄管側にターミナルを設置した

か。 

d 電気鉄道の軌道下横断箇所及び変電所付近に

布設する管路にはターミナルを設置したか。 

e 鋼管杭等には、ポンドを施しターミナルを設

置したか。 

f 他管路(ガス管・通信ケープル・水道用鋼管)

との交差箇所にはターミナルを設置したか。 

g接続ボックスの設置箇所は、道路管理者の指

示がない限り、歩道上又は道路端としたか。 

h 電食防止を必要とする鋳鉄管路及び鋼管管路

中に、電気的に絶縁となる継手・バルブ等が

ある場合にはケープルによって接続したか。 

（接続ケープルは、単芯 CV600・14 以上を使

用） 

細部条件検討書    

管－照２－７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

（２）腐食防止措置 

 

 

 

 

 

 

土工 

（１）掘削工 

１）腐食土中に管等を埋設する場合、下記項目を

検討したか。 

a 腐食上適切な措置を講じる基準として、アメ

リカ国家規格ANSIを基準としたか。 

b「腐食性土壌分布図」により、腐食上適切な

措置を講じたか。 

 

 

１）管路の掘削あたり、下記項目を検討したか。 

a 公道の開削エ事は、施工性、経済性を十分検

討し、必要最小限度のエ事期間としたか。 

b 原則として、掘削面積は当日中に復日可能な

面積（舗装道は復旧完了まで）としたか。 

c 車道部分の掘削幅は、必要最小 限度とした

か。 

d 宅地造成地、新設道路築造現場等で勾配をつ

けて掘削を行う場合は法面勾配に関する規定

を参考に検討したか。 

e 地下水位の高い場所、干満の影響がある地域

では、水替えを検討したか。 

f 市街地では、特に地域住民の生活環境等に配

慮するため、基本事項として、低騷音・低振

動・低騒音型建設機械の選択、作業時間帯・

作業工程の設定、建設機械の配置、遮音施設

の設置等について検討したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

細部条件検討書 

   

管－照２－８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

管－照２－９ 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

（２）埋戻し、締固め工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）残土処理工 

 

 

 

 

 

 

 

２）建設工事公衆災害防止対策要綱に整合してい

るか。 

 

１）管路の埋戻し・締固めにあたり下記項目を検

討したか。 

a 埋戻し材は、所要の性状を有したものである

か。 

b 埋戻し材が、所定の締固め度を得られる施工

方法を採用したか。 

c 大口径鋼管、ダクタイル鋳鉄管の管厚計算に

あたり、大きな地盤支持角を必要とする場合

は、管天端まで良質な砂質土によって埋戻し

を行い、十分締固めを行えるようにしたか。 

 

１）残土処理にあたり、下記の項目を検討した

か。 

a 運搬車の選定にあたり、運搬土砂量・運搬期

間・運搬経路・走行頻度等について十分な検

討をしたか。 

b 建設副産物で再生利用可能な物は、出来る限

り再生利用としたか。 

 

    



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

８ 仮設工 

（１）土留工の選定 

 

 

 

（２）土留工の設計 

 

１）土留工法の選定にあたり、工事の重要度・安全

性・経済性等を十分検討し、周辺地域の環境に与

える影響を極力抑えた工法を選択したか。 

 

１）土留工の設計にあたり、下記項目を検討した

か。 

a矢板の根入れ長算定にあたり、主働土圧・受動土

圧は、ランキン・レザールの土圧式によった

か。 

b鋼矢板断面、切梁・腹起し用 H形鋼の断面算定を

する場合の主働土圧は、テルツアギーベック及

びチエボタリオフの土圧の土圧分布によった

か。 

c切梁・腹起し・土留壁は、施工性・安全性を考慮

して、位置・断面等を決定したか。 

d鋼材の許容応力度及び断面性能の取り方を検討し

たか。 

２）矢板の根入れ長算定にあたり、下記項目による

必要長を検討し、その最大値を採用したか。 

a掘削よって生ずる矢板の土圧に対する安定 

bヒービングに対する安定 

cボイリングに対する安定 

３）建設工事公衆災害防止対策要綱に整合している

か。 

 

細部条件検討書 

   

管－照２－１０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （３）水替工の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地下水位低下工法の

選定 

１）水替工の選定にあたり、下記のとおりとした

か。 

a 地下水位面より浅い範囲での掘削工において

は、雨天水替工(釜場排水工)とする。 

b 地下水位面より深い範囲での掘削工において

湧水がある場合は、湧水水替工(釜場排水工)

とする。 

c 釜場排水が不適当な場合に地下水位低下工法

を採用(原則)する。 

 

１）ウ工ルポイント工法の採用は、下記の場合を

基本として検討したか。 

aドライワークでなければ施工できない場合。 

b 細砂層の掘削におけるボイリングの防止が必

要な場合で、矢板等の建て込み及び根入れ長

の確保が困難な場合。 

c透水係数が1×10- 3 ～10-5cm /秒程度のシルト質

砂層や砂質シルト層の場合。 

d 地下水が極めて多く、他の工法では到底水替

が出来ない場合。 

 

    

管－照２－１１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）水替工の設計 

 

２）デープウ工ル工法の採用は、下記の場合を基

本として検討したか。 

a 広範囲に渡って大きい地下水位低下を必要と

する場合。 

b 透水性の大きい地盤で、揚水量が非常に大き

くなる場合。 

c ポイリング等の防止のため、深層地下水帯の

減圧を図る必要のある場合。 

d 排水を必要とする地域の状態、或いは工事の

性格によって対象地に余り近づけないため、

ウェルポイント工法が採用出来ない場合。 

 

１）水替工の設計にあたり、下記項目を検討した

か。 

a 計算によって求められた湧水量等の水替水量

には、適切な安全率を見込んで用いたか。 

b 水位低下工法の採用については、地質調査等

を必ず施工場所で実施し、問題点をよく認識

して慎重に検討したか。 

c ポイリング等に対する安全性をチェックした

か。 

    

管－照２－１２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表(様式ー2 ) 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

路面復旧工 

 

 

 

 

 

 

 

 

管路基礎 

 

 

地盤改良 

 

 

１）路面復旧工の設計にあたり、下記項目により

実施したか。 

a舗装断面構成は、道路管理者と協議したか。 

b舗装影響範囲は、現地を十分調査した上で決定

したか。 

c舗装用材料として、再生骨材及び再生加熱アス

ファルト混合物の利用をしたか。 

d路面表示の復旧は、原型復旧(原則)をしたか。 

 

１）管路の安全性が保てない軟弱地盤等を施工す

る場合、適正な管路基礎を選定したか。 

 

１）下記条件の場合、地盤改良を検討したか。 

a軟弱地盤により生じる沈下が、管路の安全性に

支障となる場合。 

b軟弱地盤や地下水の影響で、安全な掘削が困難

である場合。 

c構築物に近接して管の埋設を行う時、出来る限

り掘削の影響を少なくする場合。 

２）地盤改良工法の選定にあたり、十分に事前調

査を行い、最適な工法を選定したか。 

 

細部条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

細部条件検討書 

 

 

細部条件検討書 

   

管－照２－１３ 



 

 

 

 

 

成果品の照査項目一覧表 

 

(照 査 ③ ) 
 

 

業 務 名： 

 

発注者名: 北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

                                                 

 

 ※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

 

 氏     名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

成果品の照査項目一覧表(様式ー3 ) 

No. 項  目 主な内容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

１）打合わせ事項は反映されているか。 

２）管厚計算・異型管防護計算・管路ひねり計算は適

正にされているか。 

３）安定計算結果は許容値を満たすか。 

(タワミ量・変位量・安全度等) 

４）許容応力度の取り方は適正か。 

５）作用応力度は許容値を満たすか。 

６）荷重の組合せと割増し係数は適正か。 

７）座屈の照査はしてあるか。 

８）施工を配慮した計算となっているか。 

９）杭径、杭配置は適正か。 

10）杭頭処理、杭の継手位置は適正か。 

 

１）打合わせ事項は反映されているか。 

(地下埋設物の図示等) 

２）縮尺、用紙サイズ等は特記仕様書、建設工事共通

仕様書と整合しているか。 

３）図面は明療に描かれているか。 

４）必要寸法・部材形状及び寸法等にもれはないか。 

５）各設計図がお互いに整合がとれているか。 

a一般平面図と縦・横断面図 

b構造図と配筋図、仮設図 

６）図面には必要な項目が記載されているか。(設計

条件・地質条件等) 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

   

管－照３－１ 



 

 

成果品の照査項目一覧表(様式ー3 ) 

No. 項  目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量計算書 

７）構造計算書の結果が正しく図面に反映され

ているか。(特に応力計算・安定計算等の結果

が適用範囲も含めて整合されているか。) 

a壁厚 

b鉄筋(径･ピッチ･使用材料･ラップ位置)  

c鋼材形状、寸法 

d使用材料 

eその他 

８）付属金属は適正に配置されているか。 

足りないのはないか。又、余分なものはな

いか。 

９）解り易い注記が付いているか。 

 

１）数量計算は適用基準及び打合わせ事項と整

合しているか。(有効数字・位取り・単位・区

分等) 

２）数量計算に用いた寸法は図面と一致する

か。 

３）数量のとりまとめは種類、材料毎に打合わ

せ区分に合わせてまとめられているか。 

４）転記ミスや集計ミスはないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量計算書 

    

管－照３－２ 



 

 

成果品の照査項目一覧表(様式ー3 ) 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

施工計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計調書 

 

 

 

占用、使用、届出(工作物) 

等申請資料の作成 

 

報告書 

 

１）施工法及び全体工程は妥当か。 

２）安全確保が十分配慮されているか。 

３）工事中の環境面が配慮されているか。 

４）施工時の迂回路等の計画は妥当か。 

５）工事用道路、運搬路計画は妥当か。 

６）施工ャード、施工スペースは確保されるか。 

７）サイクルタイム、工事工程は妥当か。 

８）工事用仮設備計画は妥当か。(工事中の換気・

給気・排水・濁水処理・工事用電力等) 

９）洗時の河川、用排水路流末は大丈夫か。 

10）関係法令を遵守した計画になっているか。 

 

１）調書の記入は適正にされているか。 

２）マクロ的に見て問題はないか。 

(主要寸法、主要数量等) 

 

１）必要書類を作成したか。 

 

 

１）報告書の構成は妥当か。 

２）対外機関との協議結果は、別途指示する様式

により整理されているか。 

施工計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成資料 

 

 

報告書 

   

管－照３－３ 



 

 

業 務 名： 

             発注者名： 

             受託者名： 

            作成年月日： 

路線名  工 区  

設計

条件 

口 径 延 長 管内水圧 土 圧 管 種 管 厚 継 手 伸縮継手 管防護 埋設位置 土被り  

            

地下

埋設

物件 

有 

・

無 

種別  対 

 

策 

有 

・ 

無 

 
近 接 

施 工 

有 

・

無 

種別  対 

 

策 

有 

・ 

無 

 離隔  離隔  

延長  延長  

付属

施設 

仕

切

弁 

口径 型式 
弁 

 

室 

有 

・ 

無 

空 

気 

弁 

口 径 型 式 
消

火

栓 

口径 型式 
排水 

施設 

口 径 延 長 管 種 仕切弁 その他 

           

土工 

掘      削 埋 戻 し 残 土 処 理 

機械（型式名） 機械人力併用 人力 機械（型式名） 人力 自由処分 指定処分 有効利用 

        

仮設 

建

込

み 

型 式 矢板長  

   

打 

込 

み 

鋼

矢

板 

型 式 矢板長 根入長 断面寸法 応力度 最大変位  

       

支

保

工 

腹起し 切梁 火打ち 

間 隔 断面寸法 応力度 間 隔 断面寸法 応力度 断面寸法 応力度 

 

 氏  名 

照査技術者  

業務主任技術者  

（管路開削 1/2） 

設 計 調 書 



 

 

設計調書 
（管路開削 2／2） 

路 線 名  工区  

水替工 
雨 天 水 替 工  湧 水 水 替 工  地下水位低下工法 その他 

有  無 有   無 有  無  

連 絡 

方 法 

断 水 連 絡 不 断 水 連 絡 耐震

検討 
 

有  無 有  無 

有  無 有  無 管路 

基礎 
 

路 面 

復 旧 
 

地盤

改良 
 

防食 

電 

飾 

防 

止 

被防食施設 防食施設(型式) 

腐食

防止 
  

  
その

他 
 

(標準断面図) (横断図) 

 



 

 

業 務 名 

           発注者名 

           受託者名 

           作成年月日 

路線名  工区  

設

計

条

件

諸 

兀 

基本

条件 

構造型式 橋 長 支間長 支間割 管 種 管 厚 継手 ロ 径 許容撓度 設計内圧 架設方法 設計震度 その他 

             

付属

施設 

仕

切

弁 

ロ 径 型 式 弁 

 

室 

有 

・ 

無 

空 

気 

弁 

口径 型 式 
排水施

設 

ロ 径 延 長 管 種 仕切弁 
電食

防止 
 

落橋

防止 
 

        

その

他 

斜 角 支  承 伸縮継手 歩  廊 主 

 

要 

 

材 

 

料 

鋼 重 総重量 

    材質 

主

桁

設

計 

 支間中央 中間支点 側径間中央  

曲げモーメント(tf･ｍ)    塗 

 

装 

工場塗装 面積 仕様 

剪断力(tf)    現場塗装 面積 仕様 

応力度(Kgf/㎠)    塩害対策  

交

差

物

件 

河

川

条

件 

河  川  名  級河川 川( 川水系) 
交

差

物

件 

種 別 道 路 鉄 道 その他 

河 川 管 理 者  河川改修計画  路 線 名 等    

河 川 幅  桁下余裕高    

計 画 高 水 量  側方余裕高    

そ 

の

他 
 

 

 氏  名 

照査技術者  

業務主任技術者  
（管路水管橋 1/4） 

設 計 調 書 



 

 

設計調書 
（管路水管橋 2／4） 

路線名      

設 

 

 

 

計 

 

 

 

条 

 

 

 

件 

下  部  工   N o .     

下  部  工  形  式     

横 座 幅 
Ｓ  （ｃｍ）     

ＳＥ （ｃｍ）     

支承形式 (  F i x . M o v e  )     

地  盤  種  別     

設 計 水 平 震 度     

液 状 化 の 判 定     

上

部

反

カ 

鉛 直 カ 
常   時     

地 震 時     

地 震 時 

水 平 長 カ 

橋 軸 方 向     

直 角 方 向     

背 面 土 

 ( 橋  台 ) 

γ (tf/㎠)     

φ（ °）     

Ｋ   ｈ     

保 有 水 平 

耐 カ ( p a / p ) 

橋 軸 方 向     

直 角 方 向     

その他     

 



 

 

設計調書 
（管路水管橋 3／4） 

路線名      

安 

 

 

 

定 

 

 

 

計 

 

 

 

算 

下 部 工   No.     

直 

 

接 

 

基 

 

礎 

常 

 

時 

決 定 ケ ー ス     

支 持 力     

転 倒     

滑 動     

地    

震

時 

決 定 ケ ー ス     

支 持 力     

転 倒     

滑 動     

杭 

 

基 

 

礎 

常 

 

時 

決 定 ケ ー ス     

杭 反 力     

杭 頭 変 位     

地

震

時 

決 定 ケ ー ス     

杭 反 力     

杭 頭 変 位     

杭 頭 処 理     

材 

 

 

料 

鉄 筋 材 質     

コ ン ク リ ー ト 強 度     

コ ン ク リ ー ト 体 積     

鉄 筋 重 量     

杭 種     

杭 径 × 杭 長 × 本 数     

 



 

 

設計調書 
（管路水管橋 4／4） 

（平面図）                        （縦断図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（横断図） 

 



 

 

業 務 名 

           発注者名 

           受託者名 

           作成年月日 

路線名  工区  

基 本 

条 件 

口径 延 長 工 法 管 種 管 厚 継 手 地 質 地下埋設物件 立 杭

配 管 

管 種 管 厚 継 手 伸縮継手 防 護 

             

交

差

物

件 

河

川

条

件 

河  川  名  級河川 川( 川水系) 交

差

条

件 

種 別 鉄 道 道 路 その他 

河 川 管 理 者  河川改修計画  路 線 名 等    

河 川 幅  土  被  り    

河底からの被り  そ  の  他    

坑 内 

設 備 
 

坑 外 

設 備 
 

発 進 

立 坑 

仮 設 掘削深 補助工法 地下埋設物件 水 替 
到 達 

立 坑 

仮 設 掘 削 深 補助工法 地下埋設物件 水 替 

          

付 属 

施 設 

仕 

切

弁 

口径 型 式 弁 

 

室 

有 

 

無 

排水 

施設 

ロ 径 延 長 管 種 仕切弁 その他 
電食 

防止 

被防食施設 防食施設(形式) 

         

土 工 

掘       削 埋   民   し  残   土   処   理 

機械(型式名) 機械人力併用 人 カ 機械(型式名) 人 カ 自由処分 指定処分 有効利用 

        

路 面 

復 旧 
 

 

 氏  名 

照査技術者  

業務主任技術者  

（管路推進） 

 直進 1/3 

設 計 調 書 



 

 

業 務 名 

           発注者名 

           受託者名 

           作成年月日 

路線名  工 区  

基 本 

条 件 

外 形 内 径 材質・構造 延 長 工 法 地 質 土被り 平面線形 縦断勾配 地下埋設物件 その 他 

           

二 次 

覆  工 

ロ 径 管 種 管厚継手 充填材 立 坑 

配 管 

延 長 管 種 管 厚 継 手 伸縮継手 管防護 その 他 

           

交

差

条

件 

河

川

条

件 

河  川  名  級河川 川( 川水系) 交

差

条

件 

種  別 鉄  道 道  路 その他 

河 川 管 理 者  河川改修計画  路 線 名 等    

河 川 幅  土 被 り    

河底からの被り  そ の 他    

坑  内 

設 備 
 

坑 外

設 備 
 

発 進 

立坑 

仮 設 掘削深 補助工法 地下埋設物件 水 替 到達 

立坑 

仮 設 掘 削 深 補助工法 地下埋設物件 水 替 

          

附 属 

施 設 

仕 

切

弁 

ロ 径 型 式 弁 

 

室 

有 

 

無 

排 水 

施 設 

ロ 径 延 長 管 種 仕切弁 その他 
電 食 

防 止 

被防食施設 防食施設(形式) 

         

土  工 

掘       削 埋  民  し  残 土 処 理 

機械(型式名) 機械人力併用 人 カ 機械(型式名) 人 カ 自由処分 指定処分 有効利用 

        

路 面復 

旧 
 

 

 氏   名 

照査技術者  

業務主任技術者  

（管路推進） 

 さや管推進 1/3 

設 計 調 書 



 

 

設計調書 
（管路推進 2／3） 

（平面図）                        （縦断図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（横断図）                        (横断図) 

 



 

 

設計調書 
（管路推進 3／3） 

（立坑詳細図）                    （立坑詳細図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各種構造図） 

 



 

 

業 務 名 

           発注者名 

           受託者名 

           作成年月日 

路線名  工 区  

基 本 

条 件 

ロ  径 延  長 工 法 地  質 平面線形(最小 R ) 土 被 り 縦 断 勾 配 地下埋設物件 近 接 構 造 物 そ の 他 

          

一 次 

覆  工 

セ グ メ

ント 

外  径 内  径 材  質 ・ 構 造 裏 込 め 材  

     

二次覆 

工 

管 種 管  厚 継  手 充 填 材 立 坑 

配 管 

管  種 管 厚 継 手 伸 縮 継 手 管 防 護 砂 室 

配 管 

管  種 管  厚 継  手 

            

坑  内 

設 備 
 

坑  外 

設  備 
 

発  進 

立 坑 

仮 設 掘 削 深 補助工法 地下埋設物件 水  替 到 達 

立 坑 

仮 設 掘 削 深 補 助 工 法 地下埋設物件 水  替 

          

土  工 

掘        削 埋  戻  し 残 土 処 理 

機 械 ( 型 式 名 ) 機 械 人 力 併 用 人  人 力 機 械 ( 型 式 名 ) 人  カ 自 由 処 分 指 定 処 分 有 効 利 用 

        

付 属 

施 設 

仕 

切 

弁 

口 径 型  式 弁 

 

室 

有 

 

無 

排  水 

施  設 

ロ  径 延 長 管 種 仕切弁 そ の 他 
電 食 

防 止 

被 防 食 施 設 防食施設 (形式 ) 

         

路  面 

復  旧 
 

 

 氏   名 

照査技術者  

業務主任技術者  

（管路シールド） 

      1/4 

設 計 調 書 



 

 

設計調書 
（管路シールド） 2／4 

（平面図）                        （縦断図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（土質柱状図）                       (横断図) 

 



 

 

設計調書 
（管路シールド） 3／4 

（セグメント図）                     （立坑詳細図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（立坑詳細図）                       (立坑基地図) 

 



 

 

設計調書 
（管路シールド） 4／4 

（各種構造図） 

 



 

 

業 務 名 

           発注者名 

           受託者名 

           作成年月日 

路線名  工 区   

基 本 

条 件 

設計圧力 kg/㎠ 設計震度 使用温度 ℃ 管 種 継  手 その他 

内圧 外圧 Kh 最高 最低    

サージタ

ンク仕様 

形  式 寸 法 容  量 材  質 重  量 その他 

        

取出口 

 排出口 循環ロ 通気ロ 越流ロ 排水口 マンホール 連通ロ 電極ロ 水位計ロ その他 

口径           

数量           

付属品 

 タラップ 保護枠 踊り場 点検歩廊 

塗装 

 主配管外面 主配管内面 タンク 機器類 その他 

規格     規格      

数量           

弁 類 

 排出管逆止弁 排出管止水弁 循環用止水弁 循環用制御弁 循環用逆止弁 排水管止水弁 その他 

口径        

形式        

台数        

フランジ        

圧 カ        

材 

 

質 

胴体        

弁体        

スピンドル        

シート        

 

 氏   名 

照査技術者  

業務主任技術者  

（サージタンク） 

      1/2 

設 計 調 書 



 

 

設計調書 
（サージタンク） 2／2 

 

(配置図) 

(正面図) 

（平面図） 



 

 

仮設工(共通) 

(平面図) 

(断面図) 

 (注) １．土の種類 

①砂質土 

②粘性土N > 5 

③粘性土N 5 

２．ポーリング図の出典

を記入する 

３．水位を明示する 

(ポーリング図) 

区分 層厚 Ｎ γ Ｃ φ 種 類 

Ⅰ       

Ⅱ       

Ⅲ       

Ⅳ       

Ⅴ       

 



 

 

項      目 設 計 結 果（ 計 算 値 と 使 用 値）  備 考 

土 
 
 
留 
 
 
工 

親 
 
杭 
 
方 
 
式 

土 留 杭 

根 入 長   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 

※ 1 :次の計算ケースにより決定されたもの

を選ぶ。 

① 掘削完了時 

② 最下段切梁設置直前 

③ 撤去時 

④ 盛替時 

 

※ 2 :次の計算ケースにより決定されたもの

を選ぶ。 

① (つりあい深さ) x l. 2以上 

② ポイリングに対する必要長 

③ ヒービングに対する必要長 

④ 30ｍ以上 

 

※ 3 :「建設工事公衆災害防止対策要綱」に

よる。 

断 面 寸 法  

応 カ 度  

支 持 カ  

最 大 変 位  

土 留 板 

断 面 寸 法  

応 カ 度  

  

鋼矢板方式 
〈連続地中壁〉 

根 入 長  

断 面 寸 法  

応 カ 度  

最 大 変 位  

  

支 
 
 
保 
 
 
工 

腹起し  段目 

間 隔  

断 面 寸 法  

応力度及び安全度  

切梁   段目 

間 隔  

断 面 寸 法  

応力度及び安全度  

火 打 ち 
断 面 寸 法  

応 カ 度  

中 間 杭 

間 隔  

断 面 寸 法  

支 持 カ  

補 
助 
工 
法 

  

  

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．構築物築造工事（取水場） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

                   

  

」 

 

 

受託者 

起 案 受託者 

企業団 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

主務室の長 業務委託発注時の確認 

発注前確認項目一覧表 

現地踏査 

契  約 

設計計画 
業務計画書（照査計画含む） 

報告①(基本条件の照主務室の長 照査状況の把握 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧

表 

照査項目一覧表 

一般図作

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調

報告②(細部条件、構造物細目の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調

書 構造計算 

詳細図作成 

数量計算 

施工計画 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 

照査報告書 

成果品提出・検査  委託業者が実施す

る照査関連事項 注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計画

提出時に打合せにより設定する。 



 

 

基本項目一覧表 (取水場)                                    Ｎｏ.１ 

発注前確認 照 査 ① 照 査 ② 照 査 ③ 

１．設計の目的・主旨 

２．設計の範囲・内容・数量・工程

(工期) 

３．取水場名（施設名、施設・構造

物名、機場名)  

設計区間（計画部分） 

工事期間(工事時期､発注時期) 

４．設計条件 

設計基本条件、 

計画取水量 

５．使用材料 

６．施工上の基本条件(施工条件) 

７．維持管理条件(維持管理) 

８．関連機関との調整 

９．資料の確認 

（既存資料・貸与資料） 

10．環境・景観検討の必要性 

 (環境保全) 

11．イメージアップの必要性 

12．現地調査結果 

13．成果品 

14．その他 

１．設計の目的・設計範囲 

２．仕様書(特記仕様書) 

３．取水場名（施設名・設計区間・

工事期間） 

４．設計基本条件 

計画年次別取水量 

５．地盤条件・地質条件 

６．設計震度・耐震検討 

７．使用材料 

８．地形条件（敷地境界面積） 

９．施工条件 

10．関連機関との調整 

11．貸与資料の確認・問題点 

12．環境・景観検討 

13．イメージアップの検討 

14．現地調査結果 

１．取水塔 

（１）位置  （２）形状 

（３）構造  （４）設計図 

（５）水理計算(容量を含む) 

（６）荷重条件（７）本体工 

（８）基礎工 （９）取水口 

（10）上屋  （11）管理橋 

（12）付帯設備（13）仮設工 

（14）施工計画 

２．取水門 

（１）位置  （２）構造 

（３）設計図 

（４）水理計算(容量を含む) 

（５）荷重条件（６）本体工 

（７）基礎工 

（８）ゲート式水門 

（９）砂溜り （10）護岸工 

（11）上屋  （12）管理橋 

（13）付帯設備（14）設工 

（15）施工計画 

３．取水管渠 

（１）設計図 （２）位置 

（３）取水口 （４）管渠 

（５）本体工 （６）基礎工 

（７）ゲート （８）砂溜り 

１．設計報告書 

２．設計図 

３．数量計算書 

４．設計調書 

取－基－１ 



 

 

基本項目一覧表 (取水場)                                    Ｎｏ.２ 

発注前確認 照 査 ① 照 査 ② 照 査 ③ 

  （９）護岸工 （10）胸 壁 

（11）翼 壁 （12）水叩き 

（13）護床工 （14）遮水工

（15）付帯設備（16）仮設工 

（17）施工計画 

４．接合井 

（１）位 置 （２）容 量 

（３）構 造 （４）設計図 

（５）本体工 （６）基礎工 

（７）付帯設備（８）仮双工 

（９）施工計画 

５．沈砂池 

（１）位 置 （２）形 状 

（３）構 造 （４）設計図 

 （５）本体工 （６）基礎工 

（７）付帯設備（８）仮設工 

（９）施工計画 

６．ポンプ井 

（１）位 置 （２）形 状 

（３）構 造 （４）容 量 

（５）設計図 （６）本体工 

（７）基礎工 （８）換気装置 

（９）付帯設備（10）仮設工 

（11）施工計画 

 

取－基－２ 



 

 

基本項目一覧表 (取水場)  

発注前確認 照 査 ① 照 査 ② 照 査 ③ 

  ７．場内連絡管 

（１）配置・構造 

（２）口径・流速 

（３）管種・配管 

（４）施工計画 

８．場内整備 

（１）場内排水設備 

（２）管理用道路 

（３）外構施設 

（４）場内植栽 

（５）その他の施設 

（６）施工計画 
９．共同溝 

10．仮設構造物 

（１）設計の目的・範囲 

（２）現地調査 

（３）設計基本条件 

（４）施工上の基本条件 

（５）関連機関との調整 

（６）貸与資料 

（７）仮設工法の選定 

（８）設計計算 

 

取－基－３ 



 

 

 

 

 

 

発 注 前 確 認 項 目 一 覧 表 

 

 

 

 

業 務 名： 

 

設計者所属・氏名： 

 

 

 

 

 

  



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

設計の目的・王旨 

 

 

設計の範囲・内容・数量・エ

程(工期) 

 

取水場名 

（施設名､施設･構造物名） 

設計区間（計画部分） 

工事期間 

（工事時期､工事発注時期） 

 

設計条件 

設計基本条件計画 

取水量 

 

 

 

 

 

 

 

使用材料 

１）設計の目的・主旨(基本計画・基本設計) は明確に

なっているか。 

 

１）設計の範囲、内容、数量、工程(工期) は決定して

いるか。 

 

１）取水場名は決定しているか。 

２）施設・構造物名は決定しているか。 

３）計画区間(部分)は決定しているか。 

４）工事の発注時期及び施工時期は決定しているか。 

 

１）基本フローは決定しているか。 

２）取水施設は選定されているか。 

３）構造・形式は決定しているか。 

４）位置及び高さ(高水位、低水位)は決定しているか。 

５）設計荷重及び外力は決定しているか。 

６）排水の処理方法及び排除方法・排出先の基本方針は

あるか。 

７）計画取水量は決定されているか。 

 

１）使用する材料の規格・許容応力度は決定している

か。 

特記仕様書 

 

 

特記仕様書 

 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

特記仕様書 

設計指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計指針 

   

取－前－１ 



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項 目 主 な 内 容 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

６ 

 

 

７ 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 
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施工上の基本条件(施工条件) 

 

維持管理条件(維持管理)  

 

関連機関との調整 

 

 

 

 

 

 

 

資料の確認 

(既存資料・貸与資料) 

 

 

 

 

 

環境・景観検討の必要性 

(環境保全) 

１）全体工程が明確になっているか。 

２）ャード確保・搬入路の見通しはあるか。 

 

１）維持管理の方法は決定しているか。 

 

１）埋蔵文化財の調査が必要か。必要な場合協議を行っ

ているか。 

２）河川(沼)管理者との協議は行ったか。 

３）土砂・資材の搬出入に伴う道路管理者等との協議を

しているか。 

４）地元・地権者との調整は済んでいるか。 

５）その他の関連機関との協議を行っている 

 

１）測量成果(平面・縦断・横断)があるか。 

２）地質調査報告書があるか。 

追加ボーリングの必要はないか。 

３）用地境界が決定しているか。 

４）既設工作物を確認しているか。 

５）交通量に関する資料があるか。 

 

１）特別に景観を配慮する必要があるか。 

２）景観検討の方針・内容は決定しているか。 

３）検討に必要な資料は整理されているか。 

 

 

 

 

 

関連機関との

協議書等 

 

 

 

 

 

 

測量成果品 

地質調査報告

書 

   

取－前－２ 



 

 

発注前確認項目一覧表 

  項 目  主 な 内 確認資料 該当対象 確 認 備 考 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

 

イメージアップの必要性 

 

 

現地調査結果 

 

 

成果品 

 

 

その他 

 

１）仮設備、安全施設、営繕施設等でイメージアップを考

慮したか。 

 

１）支障物件はあるか。 

２）地下水利用状況を把握しているか。 

 
１）成果品の内容(部数・サイズ等)は決定しているか。 

 

１）他事業との調整はなされているか。 

 

 

 

 

写 真 

   

取－前－３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造物築造工事（取水場） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受託者 企業団 

現地踏査 

契  約 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

業務計画書（照査計画含む） 
設計計画 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧

表 報告① (基本条件の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表 

一般図作

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調

報告②(細部条件、構造物細目の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調

書 構造計算 

詳細図作

成 

数量計算 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 
照査報告書 

成果品提出・検査 

 委託業者が実施す

る照査関連事項 

注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図

る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務

計画書提出時に打合せにより設定する。 



 

 

照査項目一覧表の記載について 

 

（１）照査項目一覧表の記載は、項目の順に行い該当対象項目に〇印を記入する。 

（２）各照査段階において、照査の済んだ項目に〇印と日付を記入し、照査された

項目と照査されない項目が分別できるようにする。 

（３）照査項目は、業務内容、規模、重要度に応じて追加又は削除することが出来

る。 

なお、追加する場合は別紙に新たな照査項目を明記する。 

（４）照査項目一覧表のみでは、照査した内容を説明しにくい場合は、提示資料欄

に必要となる検討書、図面等の資料項目を明示し、一覧表に添付して提出す

る。 

（５）各段階の照査が完了したときは、照査技術者及び業務主任技術者の確認済み

のものを提出する。 

照査技術者及び業務主任技術者は各段階の照査完了時に、確認欄に「済」を

記入する。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

基 本 条 件 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ① ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

設計の目的・設計範囲 

 

仕様書(特記仕様書) 

 

取水場名 

(施設名・設計区間・工

事時期) 

 

設計基本条件 

計画年次別取水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地盤条件・地質条件 

 

１）設計の目的・設計範囲を理解したか。 

 

１）仕様書(特記仕様書)の内容を理解したか。 

 

１）取水場名は確認したか。 

２）設計区間は確認したか。 

３）工事時期は確認したか。 

 

１）基本フローを確認したか。 

２）取水施設の選定は妥当か。 

（比較検討を行ったか。） 

３）構造形式は適正か。 

４）位置・高さ(高水位・低水位)は妥当か。 

５）使用する設計荷重及び外力は妥当か。 

６）構造計画に必要な事項を確認したか。 

ａ．建設位置の状況 

ｂ．将来拡張計画 

ｃ．構造計算ソフト 

７）基礎形式の基本方針は妥当か。 

８）排水の処理方法及び排除方法は適正か。 

９）計画年次別取水量を考慮したか。 

 

１）地層構成の把握は妥当か。 

２）土質定数の設定は妥当か。 

３）支持力、地盤バネ値の設定は妥当か。 

業務計画書 

 

 

 

業務計画書 

 

 

 

設計条件整理 

検 討 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件整理 

検 討 書 

   

取－照１－１ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

９ 
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設計震度・耐震検討 

 

 

使用材料 

 

 

 

 

地形条件(敷地境界面積) 

 

施工条件 

 

 

関連機関との調整 

４）地下水位等の設定は妥当か。 

５）液状化の判定は妥当か。 

６）追加調査の必要性はないか。 

 

１）設計震度は妥当か。 

２）耐震検討は適正か。 

 

１）使用材料の規格は妥当か。 

ａ．鋼材、鉄筋、コンクリート等 

２）使用材料の設計基準強度・許容応力度は妥当か。 

３）荷重の組合せと許容応力度の割増は妥当か。 

 

１）用地境界を確認したか。 

 

１）全体工程を理解したか。 

２）施工ャード、スペースを確認したか。 

 

１）埋蔵文イヒ財の必要な事項を調査したか。 

２）河川(沼)管理者との協議内容を理解したか。又、必要

な事項を調査・確認したか。 

３）道路管理者との協議内容を理解したか又、必要な事項

を調査・確認したか。 

4 )上記以外関連機関との協議内容を理解したか。又、必要

な事項を調査・確認したか。 

 

 

 

 

設計条件整理 

検 討 書 

 

許容応力度一覧 

 

 

 

 

地 形 図 

   

取－照１－２ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

11 

 

 

12 

 

 

 

 

13 
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貸与資料の確認・問題点 

 

 

環境・景観検討 

 

 

 

 

イメージアップの検討 

 

 

現地調査結果 

 

１）貸与資料の不足はないか。 

２）貸与資料に追加事項があるか。 

 

１）景観検討の必要性、方針、内容、範囲等が理解された

か。 

２）景観検討の具体的方法、作成すべき資料は明らかとな

っているか。 

 

１）仮設備、安全施設、営繕施設等でイメージアップを検

討したか。 

 

１）地形、地質、現地状況を把握したか。 

２）交通状況、進入道路等、周辺の道路状況を把握した

か。 

３）環境状況(工事における振動、騒音・地下水等)を把握

したか。 

４）支障物件の状況を把握したか。 

５）施工時に反映する事項を抽出したか。 

    

取－照１－３ 



 

 

 

 

 

 

細 部 条 件 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ② ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

 氏       名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 取水塔 

（１）位 置 

 

 

 

 

（２）形 状 

 

 

 

（３）構 造 

 

 

 

 

 

（４）設計図 

 

 

 

 

（５）水理計算 

(容量を含む) 

 

１）年間を通じて最小水深が２ｍ以上確保できるか。 

２）河川の場合、川底や水深の変動が小さいか。 

３）他の構造物が近くにないか。 

４）河川管理者との協議が合致しているか。 

 

１）塔体の横断面は環状で、円形または楕円形か。 

２）楕円形の場合、長軸方向と流向が一致しているか。 

３）環境を考慮したか。 

 

１）塔の内径は、所要の取水口を適切に配置できるか。 

２）拡張水量を考慮したか。 

３）塔体の天端は、計画最高水位よりさらに 0.6～２ｍ 高

くしたか。 

４）塔上での作業スペースを確保したか。 

 

１）平面図、断面図、構造図、詳細図は妥当か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性が図られているか） 

２）構造計算書の結果が正しく図面に反映されているか。 

３）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

 

１）水理計算を確認したか。 

（ Ｈ．Ｗ．Ｌ.,Ｌ．Ｗ．Ｌ．） 

 

 

全体平面図 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

検討書 

 

 

   

取－照２－１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（７）本体工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）基礎工 

 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設定モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を考慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されているか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。(直接基礎、杭、地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

   

取－照２－２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）取水口 

 

４）井筒沈下工法による場合、その下端に鋼板製のカープ

シューが付いているか。また鉄筋コンクリート壁厚を

厚くし、配カ鉄筋を十分に挿入したか。 

５）支持層への根入れは妥当か。 

６）液状化は問題ないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目(杭頭処理、継手等)は妥当か。 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）計画最低水位でも計画取水量を確保したか。 

２）多段式取水を考慮したか。 

３）流入速度は、河川の場合15～30cm/ s、湖沼の場合１～

２ｍ / sを標準としたか。 

４）形状は、制水扉または仕切弁等の形状に合致している

か。 

５）制水扉または仕切弁等は河川の場合内側設置、湖沼の

場合外側設置にしているか。 

６）前面にスクリーンを設けたか。 

７）スクリーンは3 ～ 5 cm/ sの格子状にしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

   

取－照２－３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （10）上 屋 

 

 

 

（11）管理橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）付帯設備 

１）維持管理面を考慮したか。 

２）耐候性を考慮したか。 

３）設備の搬入口を確保したか。 

 

１）管理橋の下端は、計画最高水位よりさらに0.6 ～2ｍ高

くしたか。 

２）維持管理面を考慮したか。 

３）耐候性を考慮したか。 

４）安全対策を考慮したか。 

５）侵入者の防止対策を考慮したか。 

６）幅員を１ｍ以上確保したか。 

７）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）照明設備や電気設備を考慮したか。 

２）避雷針設備を考慮したか。 

３）油汚染防止フェンスを考慮したか。 

４）防塵設備を考慮したか。 

５）保安柵を考慮したか。 

６）鉄梯子を考慮したか。 

７）タラップを考慮したか。 

８）歩廊を考慮したか。 

９）手摺を考慮したか。 

10）水質監視装置を考慮したか。 

11）水位計を考慮したか。 

設計図 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

   

取－照２－４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

（13）仮設工 

 

 

 

 

 

（14）施工計画 

 

 

 

 

 

 

取水門 

（１）位 置 

 

 

（２）構 造 

 

 

 

１）仮締切の構造、高さは妥当か。 

２）仮締切設置後の本川に流下能力は考慮されているか。 

３）水の流れに対しての安全性は妥当か。 

４）工事用道路の構造、幅、高さは妥当か。 

５）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）施工手順は妥当か。 

２）作業ャードは確保されているか。 

３）工事用道路の経路は妥当か。 

４）発生土の処分は妥当か。 

５）安全対策は妥当か。 

６）地元対策を考慮したか。 

 

 

１）河川管理者との協議に合致しているか。 

２）良質堅固な地盤に設けているか。 

 

１）ゲート式水門形式にしたか。 

２）流入速度を1 m / s以下にしたか。 

３）門柱とゲートまたは角落としとの接触部 (戸当たり溝)

は、円滑な作動と水密性が保持されているか。 

４）スクリーンを設けたか。 

５）油汚染、塵芥対策を考慮したか。 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

施工計画書 

 

 

 

 

 

 

 

全体平面図 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

   

取－照２－５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （３）設計図 

 

 

 

 

（４）水理計算 

(容量を含む) 

 

（５）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（６）本体工 

 

 

 

 

 

 

 

１）平面図、断面図、構造図、詳細図等は妥当か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性が図られているか） 

２）構造計算書の結果が正しく図面に反映されているか。 

３）場内一般平面図で位置（座標）を確認てきるか。 

 

１）水理計算を確認したか。 

( Ｈ.Ｗ.Ｌ.，Ｌ.Ｗ.Ｌ. ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

設計図 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

   

取－照２－６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（７）基礎工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）ゲート式水門 

 

 

 

 

 

11）施工方法を考慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されているか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。(直接基礎、杭、地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）適用基準は正しいか。 

７）設計理論と解析手法は妥当か。 

８）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード) 

９）材料使用区分は妥当か。 

10）構造細目(杭頭処理、継手等)は妥当か。 

11）埋設物との取合いは問題ないか。 

12）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）計画最低水位でも計画取水量を確保しているか。 

２）水密性を保てる構造になっているか。 

３）動力によって開閉する装置の場合には、手動によって

も開閉できる構造になっているか。 

４）砂礫が流入する恐れがある場合には、水門の上流に角

落としを設けているか。 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

   

取－照２－７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （９）砂溜り 

 

（10）護岸工 

 

 

（11）上 屋 

 

 

 

（12）管理橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）付帯設備 

 

 

 

 

 

１）取水門近くに砂溜りを設置したか。 

 

１）)範囲、設置位置、構造等は、河川管理者との協議に

合致しているか。 

 

１）維持管理面を考慮したか。 

２）耐候性を考慮したか。 

３）設備の搬入口を確保したか。 

 

１）管理橋の下端は、計画最高水位よりさらに0.6～ 2 ｍ

高くしたか。 

２）維持管理面を考慮したか。 

３）耐候性を考慮したか。 

４）安全対策を考慮したか。 

５）侵入者の防止対策を考慮したか。 

６）幅員を1 m以上確保したか。 

７）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）照明設備や電気設備を考慮したか。 

２）避雷針設備を考慮したか。 

３）油汚染防止フェンスを考慮したか。 

４）除塵設備を考慮したか。 

５）保安柵を考慮したか。 

６）鉄梯子を考慮したか。 

７）タラップを考慮したか。 

設計図 

 

設計図 

 

 

設計図 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

   

取－照２－８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

（14）仮設工 

 

 

 

 

 

 

（15）施工計画 

 

８）歩廊を考慮したか。 

９）手摺を考慮しているか。 

10）水質監視装置を考慮したか。 

11）水位計を考慮したか。 

 

１）仮締切堤の構造、高さは妥当か。 

２）仮締切堤設置後の本川の流下能力は考慮されている

か。 

３）水の切り廻しの安全性は妥当か。 

４）工事用道路の構造、幅、高さは妥当か。 

５）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）施工手順は妥当か。 

２）作業ヤードは確保されているか。 

３）工事用道路の経路は妥当か。 

４）発生土の処分は妥当か。 

５）安全対策は妥当か。 

６）地元対策を考慮したか。 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

施工計画書 

   

取－照２－９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

３ 取水管渠 

（１）設計図 

 

 

 

 

（２）位 置 

 

（３）取水口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）管 渠 

 

 

 

１）平面図、断面図、構造図、詳細図等は妥当か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性が図られているか） 

２）構造計算書の結果が正しく図面に反映されているか。 

３）場内一般平面図で位置（座標）を確認できるか。 

 

１）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）鉄筋コンクリート構造になっているか。 

２）敷高は将来の河床変動を考慮したか。 

３）取水管渠内面の天端が渇水位より３０ｃｍ位下になっ

ているか。 

４）管渠の底面高は、角落とし敷高以下になっているか。 

５）前面に角落とし及びスクリーンを設けたか。 

６）管渠内平均流速は、自然流下で0.6～１ｍ/sとしたか。 

７）角落とし部分の流水断面積は、渇水位の際でも管渠断

面積の２～３倍とし、平均流速を管渠内平均流速の

1/2～1/3にしたか。 

８）管渠の上流部に制水扉または仕切弁を設けたか。 

９）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）管渠に働く内圧及び外圧に耐える構造になっているか。 

２）管渠の内径は６０ｃｍ以上にしたか。 

３）管渠を堤外地に布設する場合、埋設深さを計画高水敷

高より２ｍ以上にしたか。 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

全体平面図 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

   

取－照２－１０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（５）本体工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）基礎工 

 

４）最小部材厚は妥当か。 

５）継手の位置は妥当か。 

６）管渠は、２条以上にしたか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を考慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されているか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。(直接基礎、杭、地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

（杭であれば、杭種、杭径等） 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）適用基準は正しいか。 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

   

取－照２－１１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

（７）ゲート 

 

 

 

 

 

 

（８）砂溜り 

 

 

 

 

（９）護岸工 

 

 

（10）胸 壁 

 

７）設計理論と解析手法は妥当か。 

８）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ヤード等)  

９）材料使用区分は妥当か。 

10）構造細目(杭頭処理、継手等)は妥当か。 

11）埋設物との取合いは問題ないか。 

12）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）計画最低水位でも計画取水量を確保しているか。 

２）水密性を保てる構造になっているか。 

３）動力によって開閉する装置の場合には、手動によって

も開閉できる構造になっているか。 

４）砂礫が流入する恐れがある場合には、水門の上流に角

落としを設けているか。 

 

１）砂溜りは、深さ 30～50ｃｍ、長さ 3ｍを標準とし、排

砂作業等のための人孔を設けたか。 

２）砂溜りを高水敷に設ける際、砂溜りの天端は、高水敷

と同高とし、人孔を備えた床版構造としたか。 

 

１）範囲、設置位置、構造等は、河川管理者との協議に合

致しているか。 

 

１）設置位置（川表、川裏）及び構造は妥当か。 

２）)高さ、長さ、天端巾は妥当か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

設計図 

 

 

設計図、検討書 

 

   

取－照２－１２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

（11）翼 壁 

 

 

 

 

 

 

（12）水叩き 

 

 

（13）護床工 

 

 

（14）遮水工 

 

 

 

 

 

（15）付帯設備 

 

３）安全対策を考慮したか。 

４）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）構造形式は妥当か。 

２）高さは、計画断面に合致しているか。 

３）範囲は、計画断面以上となっているか。 

４）長さ、天端巾は妥当か。 

５）平面形状の角度は妥当か。 

６）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）範囲は妥当か。 

２）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）範囲、構造形式は妥当か。 

２）川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）水平方向、鉛直方向の設置か所、設置範囲は妥当か。 

２）高さ、巾、厚さは妥当か。 

３）遮水矢板の型数、長さは妥当か。 

４）水平方向に可とう継手を使用しているか。 

５）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）保安柵、手摺等を考慮したか。 

２）タラップを考慮したか。 

 

 

 

設計図 検討書 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

設計図 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

設計図 

 

   

取－照２－１３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

（16）仮設工  

 

 

 

 

 

（17）施工計画 

 

 

 

 

 

 

接合井 

（１）位 置 

 

 

（２）容 量 

 

 

 

（３）構 造 

 

 

１）仮締切堤の構造、高さは妥当か。 

２）仮締切堤設置後の本川の流下能力は考慮されているか。 

３）水の切り廻しの安全性は妥当か。 

４）工事用道路の構造、幅、高さは妥当か。 

５）河川管理者との協議に合致しているか。 

 

１）施工手順は妥当か。 

２）作業ャードは確保されているか。 

３）工事用道路の経路は妥当か。 

４）発生土の処分は妥当か。 

５）安全対策は妥当か。 

６）地元対策を考慮したか。 

 

 

１）取水口の近くに設置しているか。 

２）沈砂池への水の配分に適当な位置か。 

 

１）計画取水量の1.5分以上にしたか。 

２）水深は、３～５ｍを標準としたか。 

３）水面面積を１０㎡以上にしたか。 

 

１）流出管の流出口中心高は、低水位から管径の２倍以上

低くしたか。 

２）流入、流出部に弁扉等を設けたか。 

３）底面に排水桝を設けたか。 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

施工計画書 

 

 

 

 

 

 

全体平面図 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

設計図 

 

 

   

取－照２－１４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （４）設計図 

 

 

 

 

（５）本体工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）基礎工 

 

１）平面図、断面図、構造図、詳細図等は妥当か。 

(様式ー1設計基本条件との整合性が図られているか) 

２）構造計算書の結果が正しく図面に反映されているか。 

３）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

 

１）適用基準は適性か。 

２）設計断面の位置は適性か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を考慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されているか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。(直接基礎、杭、地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

設計図 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

   

取－照２－１５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）付帯設備 

 

 

 

 

（８）仮設工 

 

 

 

（９）施工計画 

６）適用基準は正しいか。 

７）設計理論と解析手法は妥当か。 

８）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ヤード等) 

９）材料使用区分は妥当か。 

10）構造細目(杭頭処理、継手等)は妥当か。 

11）埋設物との取合いは問題ないか。 

12）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）保安柵、手摺等を考慮したか。 

２）人孔を設けたか。 

３）タラップを考慮したか。 

４）砂溜りを設けたか。 

 

１）土留め工の構造、矢板の選定、根入れ長さ等は妥当

か。 

２）地下水対策は妥当か。 

 

１）施工手順は妥当か。 

２）作業ャードは確保されているか。 

３）工事用道路の経路は妥当か。 

４）発生土の処分は妥当か。 

５）安全対策は妥当か。 

６）地元対策を考慮したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

施工計画書 

 

   

取－照２－１６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

５ 沈砂池 

（１）位 置 

 

（２）形 状 

 

 

 

 

 

 

（３）構 造 

 

１）なるべく取水口に近接した堤内地に設け 

 

１）長方形とし、流入部及び流出部をそれぞれ漸次拡

大・縮小させた形としているか。 

２）流入拡大移行部の広がり角は、できるだけ小さく

し、40～60°あるいはそれ以上となる場合は、整流

を考慮したか。 

３）池数は、２池以上としたか。 

 

１）鉄筋コンクリート構造とし、浮力に対しても安全な

構造としたか。 

２）表面負荷率は、200～500ｍｍ／minを標準としたか。 

３）滞留時間は、計画取水量の 10 ～20 分を標準とした

か。 

４）池内平均流速は、２～７ｃｍ/sを標準としたか。 

５）池の長さは、幅の３～８倍を標準とした 

６）池の高水位は、計画取水量が流入できるように、取

水口の計画最低水位以下に定めたか。 

７）池の天端高は、池の高水位より越流設備がない場合

には0.6 ～１ｍ、越流設備がある場合には0.3ｍ程度

の余裕高を設けたか。 

８）池の有効水深は、３～４ｍを標準とし、堆砂深さを

0.5～１ｍ見込んだか。 

 

全体平面図 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

   

取－照２－１7 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

（４）設計図 

 

 

 

 

 

（５）本体工 

９）池底には、排砂のため中央部に溝を設け、縦方向に

は排水溝に向かって1 / 100、横方向は中央に向かっ

て1 / 50程度の勾配を付けたか。 

10）拡張水量を考慮したか。 

 

１）平面図、断面図、構造図、詳細図等は妥当か。 

(様式ー1設計基本条件との整合性が図られているか) 

２）構造計算書の結果が正しく図面に反映されている

か。 

３）場内一般平面図で位置(座標)を確認てきるか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材利用、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を考慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されている

か。 

13）基礎構造は適正か。 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

   

取－照２－１８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）基礎工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）付帯設備 

 

 

 

 

（８）仮設工 

 

 

 

１）基礎形状は妥当か。(直接基礎、杭、地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）適用基準は正しいか。 

７）設計理論と解析手法は妥当か。 

８）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

９）材料使用区分は妥当か。 

10）構造細目(杭頭処理、継手等)は妥当か。 

11）埋設物との取合いは問題ないか。 

12）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）流入、流出口には、弁扉等を設けているか。 

２）除塵設備として、スクリーン、除塵機及び焼却炉を

設けているか。 

３）排砂設備を設けているか。 

 

１）土留め工の構造、矢板の選定、根入れ長さ等は妥当

か。 

２）地下水対策は妥当か。 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

   

取－照２－１９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

（９）施工計画 

 

 

 

 

 

 

ポンプ井 

（１）位 置 

（２）形 状 

 

 

（３）構 造 

１）施工手順は妥当か。 

２）作業ャードは確保されているか。 

３）工事用道路の経路は妥当か。 

４）発生土の処分は妥当か。 

５）安全対策は妥当か。 

６）地元対策を考慮したか。 

 

 

１）ポンプの据付位置にできるだけ近くに配置したか。 

１）水流の乱れや渦巻きが起こりにくい形状になってい

るか。 

 

１）ポンプ室と一体とした場合は、基礎にかかる荷重の

バランスを考慮したか。また、分離している場合

は、伸縮材等を考慮し 

２）２池以上としたか。 

３）吸込み管径 D に対して吸込み管下端と最低水面とは

1.5D以上の水深を確保したか。 

４）吸込み管下端とポンプ井とは、1. OD以上の水深を確

保したか。 

５）取水位の低下を考慮して、ポンプ井の底をさらに 0.5

～1ｍ余裕を見込んで下げた 

６）吸込み管と吸込み管との距離は、3. OD以上あるか。 

７）吸込み管と周囲の壁との距離は、1.5D以上あるか。 

８）底面に排水桝を設けたか。 

施工計画書 

 

 

 

 

 

 

 

全体平面図 

設計図 

 

 

設計図、検討書 

   

取－照２－２０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （４）容量 

 

 

 

 

 

（５）設計図 

 

 

 

 

 

 

（６）本体工  

１）水源と直結されていると考えられる場合は、ポン

プ吸込み管の据付け上支障のない容量であるか。 

２）大規模なものでは、5分間以上を確保したか。 

３）小規模なものでは、10～15 分間以上を確保した

か。 

 

１）平面図、断面図、構造図、詳細図等は妥当か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性が図られている

か) 

２）構造計算書の結果が正しく図面に反映されている

か。 

３）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を考慮しているか。 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

   

取－照２－２１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（７）基礎工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）換気装置 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されてい

るか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。(直接基礎、杭、地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）適用基準は正しいか。 

７）設計理論と解析手法は妥当か。 

８）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

９）材料使用区分は妥当か。 

10）構造細目(杭頭処理、継手等)は妥当か。 

11）埋設物との取合いは問題ないか。 

12）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）ポンプ井内の水位の昇降に支障のない空気の出入

りが確保できる断面積を確保したか。 

２）外部からの小動物等が入らない構造になっている

か。 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

   

取－照２－２２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （９）付帯設備 

 

 

 

 

 

 

（10）仮設工 

 

 

 

（11）施工計画 

 

 

 

 

 

 

 

１）隔壁には連絡管、連絡弁を設けたか。 

２）人孔を設けたか。 

３）鉄梯子、タラップ、手摺等を考慮したか。 

４）水位計を設けたか。 

５）越流管を設けたか。 

６）排水管を設けたか。 

 

１）土留め工の構造、矢板の選定、根入れ長さ等は妥

当か。 

２）地下水対策は妥当か。 

 

１）施工手順は妥当か。 

２）作業ャードは確保されているか。 

３）工事用道路の経路は妥当か。 

４）発生土の処分は妥当か。 

５）安全対策は妥当か。 

６）地元対策を考慮したか。 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

設計図、検討書 

 

 

 

施工計画書 

 

 

 

 

 

 

 

   

取－照２－２３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

７ 場内連絡管 

（１）配置・構造 

 

 

 

 

 

 

 

（２）口径・流速 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）管種・配管 

 

１）緊急時のことを考慮してプロック間の切替えがで

きる構造となっているか。 

２）将来の増設、改造等に備えて、収容スペースに余

裕を見込み、作業性の良い配管としておくなどの

配慮をしているか。 

３）複数の連絡管や側管を考慮しているか。 

また、側管には排水管を設けているか。 

 

１）各系統ごとのろ過池・沈澱池などへ管路の損失水

頭が均等になっているか。 

２）使用目的に応じた流速を備え、これが速すぎて摩

耗したり、遅すぎてスラッジなどが停滞する恐れ

がないようになっているか。 

３）損失水頭の計算は、摩擦損失頭のほか流入・断面

変化・曲がりなど、全ての損失水頭を考慮してい

るか。 

 

１）管種は、場内連絡管の使用目的を考慮し、内・外

圧に対して安全であること、布設場所(環境)に適

合していること、及び布設場所に適合した施工性

を有していること等から選定されているか。 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書水

理計算書 

 

 

 

 

 

 

 

構造計算書 

設計条件検討書 

   

取－照２－２４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）施工計画 

２）構造物と連絡管との間などに不同沈下・温度変化

等に対処するため伸縮可とう管が設置されている

か。 

３）構造物の壁を貫通する場合などパドルカラーを設

け水密性を確保しているか。 

４）配管状態を考慮し、空気弁などェアー抜き装置を

適宜設置しているか。 

５）地震時などに備えて、必要な箇所には緊急遮断弁

(扉)の設置を考慮しているか。 

６）管のコンクリート貫通部、異種土壌間の布設部及

び異種金属間の接続部には、マクロセル腐食が発

生しないように、あらかじめ防食上適切な措置を

講じているか。 

 

１）構造物築造工事との施工順序・時期などで整合し

ているか。 

２）土留め・仮設道路などの仮設物を共用できるか検

討したか。 

３）経済性・施工性・安全性から工法の比較選定が行

われているか。 

４）補助工法(地盤改良等)の必要性を検討している

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工計画書 

   

取－照２－２５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

８ 場内整備 

（１）場内排水施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管理用道路 

 

 

 

 

（３）外構施設 

 

 

 

（４）場内植栽 

 

１）場内各施設からの排水の種類及び計画水量を確認

したか。 

２）種別(雨水・場内排水)による排水処理の方式につ

いて、比較検討のうえ選定したか。 

３）排水施設の構造・ロ径・管種等が建築基準及び指

導要綱などを遵守したものとなっているか。 

４）排水施設について監督官庁と協議が整っている

か。 

５）生活排水、水質試験水排水は、他の一般排水と個

別の配管となっているか。 

 

１）保守管理を要する場内施設及び出入り車両の規模

を確認したか。 

２）構造については、道路舗装要綱等技術基準等に基

づき決めているか。 

 

外構のり面、侵入防止用フェンス、正門及び通用 門

の構造・仕様等について、関連基準に適合している

か。 

 

１）植栽の種類・規模については、市町村の条例に適

合しているか。 

 

設計条件検討書 

水理計算書 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

構造計算書 

 

 

設計条件検討書 

   

取－照２－２６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

（５）その他の施設 

 

 

 

（６）施工計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 同 溝 

ケープル収容施設、収容トラフ類、場内照明設備及

び場内排水設備の構造・仕様等について、関連基準

に適合しているか。 

 

１）構造物築造工事との施工順序・時期などで整合

しているか。 

２）土留め・仮設道路などの仮設物の共用できるか

を検討したか。 

３）経済性・施工性・安全性から工法の比較選定が

行われているか。 

４）補助工法(地盤改良等)の必要性を検討している

か。 

 

１）各施設間を結ぶ電気・計装ケープル、薬品注

入・サンプリング配管等の収納する種類・規模

を整理・確認したか。 

２）共同溝の構造・設備については 建築基準法・

消防法等法令に適合しているか。 

３）施工計画 

a構造物築造工事との施工順序・時期などで整合し

ているか。 

b土留め・仮設道路などの仮設物を共用できるか検

討したか。 

c経済性・施工性・安全性から工法の比較選定が行

われているか。 

設計条件検討書 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

構造計算書 

   

取－照２－２７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

10 

 

 

 

仮設構造物 

（１）設計の目的 範囲 

 

 

 

 

（２）現地調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）設計基本条件 

d 補助工法(地盤改良等)の必要性を検討している

か。 

 

 

１）本体工との整合はとれているか。 

２）設計の範囲、内容、数量、工程は確認している

か。 

３）隣接工区との関係を確認したか。 

 

１）地形状況を把握したか。 

(おばれ谷、旧河川等) 

２）周辺の状況を把握したか。 

３）周辺の構造物との関係を把握したか。 

(近接構造物との関係、影響度) 

４）環境の状況を把握したか。 

(騒音・振動等の配慮) 

５）ポーリング図は適正か。 

(近接工区との関連性等) 

 

１）設計基準を決定したか。 

２）工法の比較検討は適正か。 

３）設計荷重は適正か。(一般自動車、特殊車、施工

時荷重等) 

４）使用材料、材質、強度等の確認を行ったか。 

(生材、リース材等) 

 

 

 

 

基本条件検討書 

 

 

 

 

基本条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本条件検討書 

   

取－照２－２８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （４）施工上の基本条件 

 

 

 

 

 

 

（５）関連機関との調整 

 

 

（６）貸与資料 

 

 

（７）仮設工法の選定 

１）本体工との離れ等の関係は適正か。 

２）運搬路、迂回路の確保の見通しはどうか。 

３）施工時の用地占有及び近接状況の確認がなされ

ているか。 

４）工事時期と工程が明確になっているか。 

５）覆工の必要性の検討はなされているか。 

 

１）埋設物の切回し又は仮受け等について関係機関

との協議がなされているか。 

 

１）設計に必要な貸与資料を確認したか。 

(地質調査報告書・測量成果品等) 

 

１）経済性・施工性・安全性の面から総合的に工法

の比較検討が行われているか。 

２）辺の条件、交通処理の方法を考慮しているか。 

３）施設構造物への影響を考慮しているか。 

４）隣接工区と整合は取れているか。 

５）補助工法(地盤改良等)の必要性を検討したか。 

６）覆工の必要性を検討したか。 

基本条件検討書 

 

 

 

 

 

 

関連機関との協議

書 

 

議事録 

 

 

基本条件検討書 

   

取－照２－２９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （８）設計計算 １）打合せ事項は反映されているか。 

２）設計上の条件設定は整理されているか。 

（地質条件、土質条件荷重条件、水位、計算方

法、隣接工区との条件の整合等） 

３）設計項目は充分か。 

(ポイリング、ヒービング等) 

４）指定された規定を満足しているか。 

(「建設工事公衆災害防止対策要綱」等) 

５）設計結果は許容範囲内か。 

(許容応力度、変位量等) 

６）施工上の配慮がなされているか。 

（本体工との離れ、本体工の施工順序との関

係、撤去、盛替え等） 

 設計計算書    

取－照２－３０ 



 

 

 

 

成 果 品 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ③ ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

設計報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 計 図 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）設計位置、設計適用範囲は適正か。 

３）設計条件、施工条件は適正に運用されている 

か。又、他の設備(電気・機械・計装)の設計条

件と整合がとれているか。 

４）安定計算結果は許容値を満たすか。 

(安全率、変位量、許容応力度、根入れ長さ) 

５）許容値の取り方は正しいか。 

 

１）縮尺、用紙サイズ等は共通仕様書、または、特

記 仕様書と整合されているか。 

２）打合せ事項は反映されているか。 

３）必要寸法、部材形状及び寸法等にもれはないか。 

４）全ての図面において平面と縦断面図、あるいは

平 面図と横断面図等とが整合しているか。 

５）各設計図面がお互いに整合がとれているか。(一

般平面図・構造図・配筋図・仮設図・付帯設備

等) 

６）設計計算書の結果が正しく図面に反映されてい

るか。（特に応力計算、安定計算等の結果が適用

範囲も含めて整合されているか） 

７）付属金物類が適正に配置されているか、足りな

いものはないか。又、余分なものはないか。 

８）付帯する設備(電気・機械・計装・場内連絡管

等)と整合されているか。 

設計計画書 

設計計画書 

施工計画書 

イメージアップ検

討等書 

 

 

 

 

各設計図 

   

取－照３－１ 



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

数量計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計調書 

１）数量計算は適用基準あるいは打合せ事項と整合

しているか。(工種区分、単位、有効数字、位取

り区分等) 

２）数量計算に用いた数値は、設計図面と一致して

いるか。 

３）数量全体総括、工区総括、プロック総括等、打

合せと整合し、かっ転記ミスや集計ミスがない

か。 

４）各プロック毎の数量的パランスは適正か。 

 

１）調書の記入は適正にされているか。 

２）マクロ的（他工事区等とオーダー的に比較して）

に見て問題はないか。 

数量計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計調書 

   

取－照３－２ 



 

 

業 務 名： 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

受託者名： 

作成年月日：令和  年  月  日 

施設名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

設 

 

 

計 

 

 

条 

 

 

件 

１．材料の許容応力度(kg/cnf) 

項 目 設計基準強度 許容曲げ圧縮度 許容せん断応力度 許容付着応力度 項 目 許容引張応力度(一般) 〃(腐食性環境) 

コンクリ－ト     鉄筋(SD-  )   

２．鉄筋のかぶり(ｃｍ) 

項 目 スラブ 梁 柱 項 目 スラブ 梁 柱 底盤・フーチング 

一般の環境    腐食性環境    (上端) (下端) 

３．荷重 

死 荷 重 ( t /㎡) 活 荷 重 

( 積載荷重 ) 
静止土圧 温度応力 

 地 震 時 

鉄筋コンクリート 無筋コンクリート 土 水 慣 性 カ 土 圧 動水圧 

       kv＝ Kh＝ kH＝ kH＝ 

４．処理方法（浄水）  

５．計画水量及び年次別水量  

６．管理方法  

施 

 

設 

 

概 

 

要 

構  造  物  名 内               容 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 氏   名 

照査技術者  

業務主任技術者  

設計調書 
（取水場） 



 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 

(全体平面図) 

(水位高低図) 

 



 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

(平 面 図) （ 断 面 図－１ ) 

（ 断 面 図－２ ) 

 



 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

番 号 形 状 寸 法 
断面カ 鉄 筋 量 

( t/㎥) 

応  力  度 (kg/f㎠) 

曲げモーメント(tm) せん断力( t ) 軸 カ( t ) 鉄筋引張り コンクリート曲げ圧縮 コンクリートせん断 

頂版○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

底版○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

導流壁○ 
   ○ 
   ○ 

        

        

        

柱 ○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

側壁○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

基 
 
 
礎 
 
 
工 

直 
接 
基 
礎 

常 時 
支 持 カ 
転 倒 
滑 動 

＜ 
＞ 
＞ 

使 
 
用 
 
材 
 
料 

コンクリート 
 

 

鉄    筋 
 

地震時 
支 持 カ 
転 倒 
滑 動 

＜ 
＞ 
＞ 

 

防  食  工  

管    類 
 

杭 
基 
礎 

常 時 
杭 反 カ 
杭頭変位 

＜ 
＜ 

 

弁    類 
 

地震時 
杭 反 カ 
杭頭変位 

＜ 
＜ 

 

取 付 金 物 

 

 杭 種   

杭径×杭長×本数   ｍ× ｍ×  本、  ｍ× ｍ× 本  



 

 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

(平面図) (注) 1 .土の種類 

①砂質土 

    ②粘性土N > 5 

③粘性土N 5 

２．ボーリング図の出

典を記入する 

３．水位を明示する 

区分 層厚 Ｎ γ C φ 種類 

Ⅰ       

Ⅱ       

Ⅲ       

Ⅳ       

Ⅴ       

(ポーリング図) 

(断面図) 

 



 

 

項       目 設 計 結 果 ( 計 算 値 と 使 用 値 ) 備 考 

土 
 
 
留 
 
 
工 

親 
 
杭 
 
方 
 
式 

土 留 杭 

根 入 長   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注) 
※1：次の計算ケースにより決定されたものを選ぶ。 

① 掘削完了時 
② 最下段切梁設置直前 
③ 撤去時 
④ 盛替時 

 
※ 2 :次の計算ケースにより決定されたものを選ぶ。 

① (つりあい深さ) Xl. 2以上 
② ポイリングに対する必要長 
③ ヒービングに対する必要長 
④ 30ｍ以上 

 
※ 3 :「建設工事公衆災害防止対策要綱」による。 

断 面 寸 法  

応 カ 度  

支 持 カ  

最 大 変 位  

土 留 板 

断 面 寸 法  

応 カ 度  

  

鋼矢板方式 
〈連続地中壁〉 

根 入 長  

断 面 寸 法  

応 カ 度  

最 大 変 位  

支 
 
 
保 
 
 
工 

腹起し  段目 

間 隔  

断 面 寸 法  

応力度及び安全度  

切梁  段目 

間 隔  

断 面 寸 法  

応力度及び安全度  

火  打  ち 
断 面 寸 法  

応 カ 度  

中 間 杭 

間 隔  

断 面 寸 法  

支 持 カ  

補 
助 
工 
法 

  

  

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．構造物築造工事（浄水場） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

                   

  

」 

 

 

受託者 

起 案 受託者 

企業団 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

主務室の長 業務委託発注時の確認 

発注前確認項目一覧表 

現地踏査 

契  約 

設計計画 
業務計画書（照査計画含む） 

報告①(基本条件の照主務室の長 照査状況の把握 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧

表 

照査項目一覧表 

一般図作

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調

報告②(細部条件、構造物細目の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調

書 構造計算 

詳細図作成 

数量計算 

施工計画 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 

照査報告書 

成果品提出・検査  委託業者が実施す

る照査関連事項 注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計画

提出時に打合せにより設定する。 



 

 

基本項目一覧表 (浄水場)                                          No.1 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

１．設計の目的・主旨 

２．設計の範囲・内容・数量・工

程(工期) 

３．浄水場名 

(施設名、施設・構造物名) 

設計区間(計画部分) 工事期

間 

(工事時期、工事発注時期) 

４．設計条件、設計基本条件計画

浄水量 

５．使用材料 

６．施工上の基本条件(施工条件) 

７．維持管理条件(維持管理) 

８．関連機関との調整 

９．資料の確認 

(既存資料・貸与資料) 

10．環境・景観検討の必要性 

(環境保全) 

11．イメージアップの必要性 

12．現地調査結果 

13．成果品 

14．その他 

１．設計の目的・設計範囲 

２．仕様書(特記仕様書) 

３．浄水場名 

(施設名・設計区間・工事時期) 

４．設計基本条件 

  計画年次別浄水量 

５．地盤条件・地質条件 

６．設計震度・耐震検討 

７．使用材料 

８．地形条件(敷地境界面積) 

９．施工条件 

10．関連機関との調整 

11．貸与資料の確認・問題点 

12．環境・景観検討 

13．イメージアップの検討 

14．現地調査結果 

１．着水井 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

２．急速撹拌池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

３．フロック形成池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

１．設計報告書 

２．設計図 

３．数量計算書 

４．設計調書 

浄－基－１ 



 

 

基本項目一覧表 (浄水場)                                                                                   No.2 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

  ４．薬品沈澱池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

５．急速ろ過池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

６．浄水池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）)本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 （８）施工計画 

 

浄－基－２ 



 

 

基本項目一覧表 (浄水場)                                           No.3 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

  ７．ポンプ井 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

８．塩素混和池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

９．オゾン接触池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 （８）施工計画 

 

浄－基－３ 



 

 

基本項目一覧表 (浄水場)                                          No.4 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

  10．活性炭吸着池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

11．生物処理設備(ハニコーム方式) 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

12．排水池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 （８）施工計画 

 

浄－基－４ 



 

 

基本項目一覧表 (浄水場)                                          No.5 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

  13．排泥池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

14．濃縮池 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 

（８）施工計画 

15．天日乾燥床 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件 

（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 （８）施工計画 

 

浄－基－５ 



 

 

基本項目一覧表 (浄水場)                                          No.6 

浄－基－６ 

発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

  16．高架水槽 

（１）一般図 

（２）水理計算(容量を含む) 

（３）荷重条件（４）本体構造物 

（５）基礎構造 

（６）付帯工事及び配管工事 

（７）仮設工 （８）施工計画 

17．場内連絡管 

（１）配置・構造（２）口径･流速 

（３）管種・配管（４）施工計画 

18．場内整備 

（１）場内排水設備 

（２）管理用道路 

（３）外構施設 （４）場内植栽 

（５）その他の施設 

（６）施工計画 

19．共同溝 

20．仮設構造物 

（１）設計の目的・範囲 

（２）現地調査 

（３）設計基本条件 

（４）施工上の基本条件 

（５）関連機関との調査 

（６）貸与資料 

（７）仮設工法の選定 

（８）設計計算 

 



 

 

 

 

 

 

 

発 注 前 確 認 項 目 一 覧 表 

 

 

 

 

 

 

業 務 名： 

 

設計者所属・氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 発注前確認項目一覧表 

No. 項   目 主  な  内  容 確 認 資 料 該当対象 確 認 備  考 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

設計の目的・王旨 

 

 

設計の範囲・内容・数量・工

程(工期) 

 

浄水場名 

(施設名、施設・構造物名) 

設計区間(計画部分) 

工事期間 

(工事時期、工事発注時期) 

 

設計条件 

設計基本条件 

計画浄水量 

 

 

 

 

 

 

使用材料 

１）設計の目的・主旨(基本計画・基本設計) 

は明確になっているか。 

 

１）設計の範囲、内容、数量、工程(工期) は

決定しているか。 

 

１）浄水場名は決定しているか。 

２）施設・構造物名は決定しているか。 

３）計画区間(部分)は決定しているか。 

４）工事の発注時期及び施工時期は決定してい

るか。 

 

１）基本フローは決定しているか。 

２）構造・形式は決定しているか。 

３）位置及び高さ(高水位、低水位)は決定して

いるか。 

４）設計荷重及び外力は決定しているか。 

５）排水の処理方法及び排除方法・排出先の基

本方針はあるか。 

６）計画浄水量は決定されているか。 

 

１）使用する材料の規格・許容応力度は決定し

ているか。 

特記仕様書 

 

 

特記仕様書 

 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計指針 

   

浄－前－１ 



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項   目 主  な  内  容 確 認 資 料 該当対象 確 認 備  考 

６ 

 

 

７ 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

施工上の基本条件(施工条件) 

 

 

維持管理条件(維持管理) 

 

関連機関との調整 

 

 

 

 

 

 

 

資料の確認 

(既存資料・貸与資料) 

 

 

 

 

 

環境・景観検討の必要性 

(環境保全) 

１）全体工程が明確になっているか。 

２）ヤ－ド確保・搬入路の見通しはあるか。 

 

１）維持管理の方法は決定しているか。 

 

１）埋蔵文化財の調査が必要か。必要な場合協

議を行っているか。  

２）河川(沼)管理者との協議は行ったか。 

３）土砂・資材の搬出入に伴う道路管理者等と

の協議をしているか。 

４）地元・他権者との調整は済んでいるか。 

５）その他の関連機関との協議を行っている

か。 

 

１）測量成果(平面・縦断・横断)があるか。 

２）地質調査報告書があるか。 

追加ボーリングの必要はないか。 

３）用地境界が決定しているか。 

４）既設工作物を確認しているか。 

５）交通量に関する資料があるか。 

 

１）特別に景観を配慮する必要があるか。 

２）景観検討の方針・内容は決定しているか。 

３）検討に必要な資料は整理されているか。 

 

 

 

 

 

関連機関との協

議書等 

 

 

 

 

 

 

測量成果品 

地質調査報告書 

   

浄－前－２ 



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項   目 主  な  内  容 確 認 資 料 該当対象 確 認 備  考 

11 

 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

イメージアップの必要性 

 

 

現地調査結果 

 

 

成果品 

 

 

その他 

１）仮設備、安全施設、営繕施設等でイメージ

アップを考慮したか。 

 

１）支障物件はあるか。 

２）地下水利用状況を把握しているか。 

 

１）成果品の内容(部数・サイズ等)は決定して

いるか。 

 

１）他事業との調整はなされているか。 

 

 

 

 

写 真 

   

浄－前－３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造物築造工事（浄水場） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受託者 企業団 

現地踏査 

契  約 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

業務計画書（照査計画含む） 
設計計画 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧

表 報告① (基本条件の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表 

一般図作

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調

報告②(細部条件、構造物細目の照主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調

書 構造計算 

詳細図作成 

数量計算 

施工計画 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 
照査報告書 

成果品提出・検査 

 委託業者が実施す

る照査関連事項 

注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計

画書提出時に打合せにより設定する。 



 

 

照査項目一覧表の記載について 

 

（１）照査項目一覧表の記載は、項目の順に行い該当対象項目に〇印を記入する。 

（２）各照査段階において、照査の済んだ項目に〇印と日付を記入し、照査された

項目と照査されない項目が分別できるようにする。 

（３）照査項目は、業務内容、規模、重要度に応じて追加又は削除することが出来

る。 

なお、追加する場合は別紙に新たな照査項目を明記する。 

（４）照査項目一覧表のみでは、照査した内容を説明しにくい場合は、提示資料欄

に必要となる検討書、図面等の資料項目を明示し、一覧表に添付して提出す

る。 

（５）各段階の照査が完了したときは、照査技術者及び業務主任技術者の確認済み

のものを提出する。 

照査技術者及び業務主任技術者は各段階の照査完了時に、確認欄に「済」を

記入する。 

 

  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

基 本 条 件 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ① ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名: 北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

設計の目的・設計範囲 

 

仕様書(特記仕様書) 

 

浄水場名 

(施設名・設計区間・工

事時期) 

 

設計基本条件 

計画年次別浄水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地盤条件・地質条件 

 

１）設計の目的・設計範囲を理解したか。 

 

１）仕様書(特記仕様書)の内容を理解したか。 

 

１）浄水場名は確認したか。 

２）設計区間は確認したか。 

３）工事時期は確認したか。 

 

１）基本フローを確認したか。 

２）各構造物の形式は適正か。 

３）位置及び高さ(高水位・低水位)は妥当か。 

４）使用する設計荷重及び外力は妥当か。 

５）構造計画に必要な事項を確認したか。 

ａ．建設位置の状況 

ｂ．将来拡張計画 

ｃ．構造計算ソフト 

６）基礎形式の基本方針は妥当か。 

７）排水の処理方法及び排除方法は適正か。 

８）計画年次別取水量を考慮したか。 

 

１）地層構成の把握は妥当か。 

２）土質定数の設定は妥当か。 

３）支持力、地盤バネ値の設定は妥当か。 

４）地下水位等の設定は妥当か。 

５）液状化の判定は妥当か。 

業務計画書 

 

 

 

業務計画書 

 

 

 

設計条件整理 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件整理 

検討書 

   

浄－照１－１ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

９ 

 

 

10 

 

 

設計震度・耐震検討 

 

 

使用材料 

 

 

 

 

地形条件(敷地境界面積) 

 

施工条件 

 

 

関連機関との調整 

６）追加調査の必要性はないか。 

 

１）設計震度は妥当か。 

２）耐震検討は適正か。 

 

１）使用材料の規格は妥当か。 

ａ．鋼材、鉄筋、コンクリート等 

２）使用材料の設計基準強度・許容応力度は妥当か。 

３）荷重の組合せと許容応力度の割増は妥当か。 

 

１）用地境界を確認したか。 

 

１）全体工程を理解したか。 

２）施工ヤード、スペースを確認したか。 

 

１）埋蔵文イヒ財の必要な事項を調査したか。 

２）河川(沼)管理者との協議内容を理解したか。又、必要

な事項を調査・確認したか。 

３）道路管理者との協議内容を理解したか又、必要な事項

を調査・確認したか。 

４）上記以外関連機関との協議内容を理解したか。又、必

要な事項を調査・確認したか。 

 

 

設計条件整理 

検 討 書 

 

許容応力度一覧 

 

 

 

 

地 形 図 

   

浄－照１－２ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

11 

 

 

12 

 

 

 

 

13 

 

 

14 

貸与資料の確認・問題点 

 

 

環境・景観検討 

 

 

 

 

イメージアップの検討 

 

 

現地調査結果 

 

１）貸与資料の不足はないか。 

２）貸与資料に追加事項があるか。 

 

１）景観検討の必要性、方針、内容、範囲等が理解された

か。 

２）景観検討の具体的方法、作成すべき資料は明らかとな

っているか。 

 

１）仮設備、安全施設、営繕施設等でイメージアップを検

討したか。 

 

１）地形、地質、現地状況を把握したか。 

２）交通状況、進入道路等、周辺の道路状況を把握した

か。 

３）環境状況(工事における振動、騒音・地下水等)を把握

したか。 

４）支障物件の状況を把握したか。 

５）施工時に反映する事項を抽出したか。 

業務計画書 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

   

浄－照１－３ 

 



 

 

 

 

 

細 部 条 件 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ② ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名: 北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 着水井 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算 

(容量を含む) 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されている

か。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地震改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等)  

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

 

 

検討書 

 

 

 

全体一般図及び設

条件検討書 

   

浄－照２－２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）付帯工事及び配管

工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

１）薬品注入設備配管は、検討されているか。 

(塩素、苛性ソーダ) 

２）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

３）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

４）排水池返送配管は、検討されているか。 

５）池内及び池外落下防止は、検討されてい 

６）空気弁は、適正に設置されているか。 

７）管防護及び支持方法は適正か。 

８）流入流量及び返送流量の流量計は、適切に配置されて 

いるか。 

９）着水井の側管の必要性を検討したか。 

10）越流管又は越流堰は設置されているか。 

11）薬品混和方法は検討されているか。 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な配置と

なっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

薬注計画書 

 

一般計装計画書 

 

排水処理計画書 

 

 

 

一般計装計画書 

 

 

 

薬注計画書 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

急速撹拌池 

（１）一般図 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分（中規模土留め、中規模仕切り、大規模山

留め）は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされているか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討はされて

いるか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口はある

か。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されているか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（２）水理計算 

(容量を含む) 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

（様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。） 

 

１）水理計算を確認したか。 

（ H. W. L . , L . W. L ） 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

 

   

浄－照２－５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（５）基礎構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管

工事 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されている

か。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等)  

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）薬品注入設備配管は、検討されているか。 

(凝集剤) 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬注計画書 

   

浄－照２－６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

２）水質試験用採水方法は検討されているか。 

３）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

４）薬品混和方法及び混和時間は検討されているか。 

５）池内及び池外落下防止は、検討されているか。 

６）空気弁は、適正に設置されているか。 

７）管防護及び支持方法は適正か。 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な配置と

なっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規模山

留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

一般計装計画書 

 

検討書 

 

 

 

 

仮説検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

フロック形成池 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算 

(容量を含む) 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされているか。 

15）ボイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討はされて

いるか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口はある

か。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されているか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水理計算 

   

浄－照２－８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）)設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されている

か。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管

工事 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）撹拌方法(機械方式、迂流方式)は検討されているか。 

２）滞留時間は計算されているか。 

３）G値、GT値は計算したか。 

４）排泥及び池洗浄用施設は検討されているか。 

５）撹拌強度は検討しているか。 

(上流側、下流側) 

６）池内及び池外落下防止は、検討されてい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

   

浄－照２－１０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

（７）仮設工 

７）機械方式の場合可変速としているか。 

８）機械基礎は検討されているか。 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な配置と

なっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規模山

留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされているか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討はされて

いるか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－１１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

４ 

（８）施工計画 

 

 

 

 

薬品沈澱池 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算 

(容量を含む) 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口はある

か。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されているか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位地(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式- 1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位地は適正か。 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－１２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されている

か。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－１３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管

工事 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）表面負荷率、沈降速度、除去率滞留時間は計算されて

いるか。 

２）整流設備は検討されているか。 

(流入、流出、中間) 

３）水質試験採水方法は検討されているか。 

(沈澱池流出) 

４）排泥及び池洗浄用施設は検討されているか。 

(排泥サイクル) 

５）池内及び池外落下防止は、検討されてい 

６）空気弁は、適正に設置されているか。 

７）管防護及び支持カ方法は適正か。 

８）流入流量計は、適切に配置されているか。 

９）地震時の水面上昇の検討はなされているか。 

10）越流管又は越流堰は設置されているか。 

11）堆泥量は計算されているか。 

(堆泥濃度の設定) 

12）密度流又は偏流の検討は、なされているか。 

 

 

 

 

 

 

検討書 

水理計算書 

 

 

一般計装計画書 

 

排水処理計画書 

 

 

 

 

一般計装計画書 

検討書 

 

排水処理計画書 

 

検討書 

   

浄－照２－１４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

（７）仮設工 

13）排泥設備(汚泥掻寄せ方法)の検討はなされているか。 

14）取出設備の堰負荷計算はあるか。 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選択は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な配置と

なっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規模山

留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされているか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討はされて

いるか。 

検討書 

計算書 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－１５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

急速ろ過池 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算 

(容量を含む) 

 

（３）荷重条件 

 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口はある

か。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されているか。 

３）)搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

(Ｈ.Ｗ.Ｌ. ,Ｌ.Ｗ.Ｌ. ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

   

浄－照２－１６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （４）本体構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されている

か。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－１7 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工   

事 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

（運搬路、施工方法と順序、施工ャード等） 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

（鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等） 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）良の必要性を確認したか。 

 

１）ろ過速度は適切に設定されているか。 

２）予備池は設置されているか。 

３）ろ層構成は検討されているか。 

４）ろ過継続時間が設定されているか。 

(洗浄サイクル) 

５）ろ過池数、ろ過面積は適切か。 

６）流量制御方式の検討がされているか。 

(流入制御、流出制御) 

７）洗浄方式（表面洗浄、逆流洗浄空気洗浄）の検討は

なされているか。 

８）逆流洗浄方式（ポンプ洗浄、自己水洗浄、洗浄タン

ク）の検討はなされているか。 

９）洗浄時間、洗浄水量及び水圧の検討はなされている

か。 

10）ろ層の膨張倍率は、検討されているか。 

（水温による補正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

水利計算書 

検討書 

検討書 

 

 

一般計装検討書 

 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

   

浄－照２－１８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

11）集水渠、浄水渠は設置されているか。 

12）下部集水装置の検討はなされているか。 

13）ろ層、砂利層、アンスラサイトの仕様は決定してい

るか。 

14）洗浄排水渠、トラフは適正か。 

15）水質試験採水方法は検討されているか。 

(ろ過池流出) 

16）池内及び池外落下防止は、検討されているか。 

17）空気弁は、適正に設置されているか。 

18）管防護及び支持方法は適正か。 

19）流出流量計は、適切に配置されているか。 

(ろ過流量、総ろ過流量) 

20）水位計は適切か。 

21）水深および余裕高は適切か。 

22）ろ層負圧防止対策を検討したか。 

(総ろ過浄水渠の堰高) 

23）配管廊及び操作廊は適切か。 

24）バルプ操作台は適切か。 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

 

検討書 

 

 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

一般計装計画書 

 

一般計装計画書 

 

検討書 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－１９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な配置

となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規模山

留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされている

か。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討はされ

ているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口はある

か。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されている

か。 

３）)搬入路は確保出来るか。 

    

浄－照２－２０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

６ 浄水池 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。） 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－２１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。  

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適切基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物と取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－２２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）付帯工事及び配管工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

１）浄水池の有効容量は適切か。 

２）池水の停滞が配慮されているか。 

３）水質試験採水方法は、検討されているか。 

４）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

５）池内及び池外落下防止は、検討されているか。 

６）空気弁は、適正に設置されているか。 

７）管防護及び支持方法は適正か。 

８）流入流量及び送配流量の流量計は、適切に配置

されているか。 

９）換気装置は適切か。 

(通気管、防虫網) 

10）越流管又は越流堰は適切か。 

(通気管、防虫網) 

11）上部有効利用の荷重条件は適切か。 

12）危機管理対策は、充分か。 

(窓、ドア、鍵、通気孔) 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

計算書 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－２３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大

規模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

    

浄－照２－２４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

７ ポンプ井 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

(Ｈ.Ｗ.Ｌ. ,Ｌ.Ｗ.Ｌ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－２５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

検討書 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－２６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）付帯工事及び配管工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

１）ポンプ井の有効容量は適切か。 

２）隣接ポンプ井との連絡管を考慮しているか。 

３）有効水深は適切か。 

４）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

５）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

６）池内落下防止は、検討されているか。 

７）管防護及び支持方法は適正か。 

８）換気装置は適切か。 

(通気管、防虫網) 

９）越流管又は越流堰は適切か。 

(通気管、防虫網) 

10）危機管理対策は、充分か。 

(窓、ドア、鍵、通気孔) 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

計算書 

 

ポンプ計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－２７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

 

塩素混和池 

（１）一般図 

９）覆上板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装装備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－２８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L. ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－２９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （５）基礎構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ヤード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）有効容量(滞留時間)は適切か。 

２）バイバス管又は2池以上設置しているか。 

３）Ｇ値は適切か。 

４）う流方式の検討がされているか。 

５）覆がいされているか。 

６）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

全体一般図及び設

計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算書 

 

計算書 

 

 

一般計装計画書 

   

浄－照２－３０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

７）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

８）池内落下防止は、検討されているか。 

９）管防護及び支持方法は適正か。 

10）換気装置は適切か。 

(通気管、防虫網) 

11）越流管又は越流堰は適切か。 

12）危機管理対策は、充分か。 

(窓、ドア、鍵、通気孔) 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－３１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

 

オゾン接触池 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

   

浄－照２－３２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－３３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）有効容量(接触時間)は適切か。 

２）バイパス管又は２池以上設置しているか。 

３）リサイクルの接触池が設置されているか。 

(段数の決定) 

４）排オゾン設備が検討されているか。 

(段数の決定) 

５）散気管設置方法が検討されているか。 

６）吸収効率が計算されているか。 

７）ガス空塔速度は適切か。 

８）気液比は適切か。 

９）排オゾン設備(プロアー)は騒音対策が実施され

ているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算書 

 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

計算書 

 

計算書 

検討書 

   

浄－照２－３４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

10）注入は気液向流となっているか。 

11）密閉式となっているか。 

12）接触状態を確認できる覗き窓が設置されている

か。 

13）オゾン濃度計の設置位置は検討されてい 

14）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

15）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

16）池内落下防止は、検討されているか。 

17）管防護及び支持方法は適正か。 

18）越流堰は適切か。 

19）危機管理及び安全対策は充分か。 

（窓、ドア、鍵) 

20）配管材質は適切か。( s u s材) 

21）バルプ材質は適切か。( s c s材) 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

 

 

 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－３５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

 

活性炭吸着池 

（１）一般図 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装装備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－３６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L. ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

水理計算圭 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－３７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （５）基礎構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）処理方式を確認したか。 

(固定床方式、流動方式) 

２）活性炭の選定を確認したか。 

３）処理方式を確認したか。 

( G A C方式、B A C方式)  

４）除去対象物を確認したか。 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－３８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  ５）実験結果及び既設吸着池のデータを確認したか。 

６）活性炭破過曲線を確認したか。 

７）破過日数を確認したか。 

８）活性炭再生頻度は適正か。 

(吸着継続時間) 

９）活性炭通水倍量を確認したか。 

10）活性炭張込み、引抜き、移送方法を検討したか。 

11）接触時間、線速度、空間速度炭層厚は適切か。 

12）通水抵抗は適切か。 

13）初期損失水頭は適切か。 

14）ろ層構成は検討されているか。 

15）洗浄サイクルは適切か。 

16）吸着池数、吸着池面積は適切か。 

17）予備池は設置されているか。 

18）流量制御方式の検討がなされているか。 

19）洗浄方式(表面洗浄、逆流洗浄空気洗浄) の検討

はなされているか。 

20）逆流洗浄方式(ポンプ洗浄、自己水洗浄、洗浄タ

ンク)の検討はなされているか。 

21）洗浄時間、洗浄水量及び水圧の検討はなされて

いるか。 

 

 

 

検討書 

 

計算書 

検討書 

検討書 

検討書 

検討書 

検討書 

検討書 

計算書 

 

検討書 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

   

浄－照２－３９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

22）ろ層の膨張倍率は、検討されているか。 

23）集水渠、浄水渠は設置されているか。 

24）下部集水装置の検討がなされているか。 

25）砂利層の仕様は決定しているか。 

26）洗浄排水渠、トラフは適切か。 

27）覆がいされているか。 

28）活性炭の状態(洗浄時)を確認できる覗き窓が設

置されているか。 

29）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

30）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

31）池内落下防止は、検討されているか。 

32）管防護及び支持方法は適正か。 

33）越流堰は適切か。 

34）危機管理及び安全対策は充分か。 

（窓、ドア、鍵) 

35）配管材質は適切か。(電食磨耗対策) 

( s u s材) 

36）バルプ材質は適切か。 

(電食磨耗対策) ( s c s材) 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

検討書 

 

検討書 

 

 

 

  

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－４０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

    

浄－照２－４１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

11 生物処理設備 

(ハニコーム) 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。) 

 

1 )水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 
 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－４２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法は配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－４３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）付帯工事及び配管工事 １）生物処理方式を確認したか。 

(ハニコーム、回転円板) 

２）処理目的対象物を確認したか。 

(水質項目、目標水質) 

３）実験データを確認したか。 

（水温、ｐＨ、栄養塩類、酸素阻害物質、接触時

間) 

４）循環方式、回数を検討したか。 

(エアレータ循環、ポンプ循環、プロア循環) 

５）排泥方式、場所を検討したか。 

(浄水処理過程、接触槽) 

６）排泥設備を検討したか。 

(取水場処理、浄水場処理) 

７）設備容量は適切か。 

a .接触面積当たりの水量と除去率 

b .水温、空気吹込み量 

c .循環速度 

８）高濁度、低水温時の対策を検討しているか。 

９）槽内の平均流速は適切か。 

10）水量負荷、水質負荷、接触時間の設定は適切か。 

11）洗浄方式は適切か。(空気、水) 

12）ハニコームの材質、セルサイズは適切か。 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

 

検討書 

 

 

 

検討書 

 

検討書 

検討書 

検討書 

   

浄－照２－４４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

13）短絡流による効率低下についての対策を検討し

たか。 

14）遮光対策を検討したか。 

15）陰イオン界面活性剤の対応策を検討したか。 

16）池内落下防止は、検討されているか。 

17）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

18）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

19）池内落下防止は、検討されているか。 

20）管防護及び支持方法は適正か。 

21）越流堰は適切か。 

22）危機管理及び安全対策は充分か。 

（窓、ドア、鍵） 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

 

 

検討書 

検討書 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－４５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

 

排水池 

（１）一般図 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

（ディープウェル、地盤改良等） 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装設備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－４６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）荷重の設定は正しいか。 

５）荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－４７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （５）基礎構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

（運搬路、施工方法と順序、施工ャード等） 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

（鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等） 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）クローズドシステムとして計画されているか。 

２）沈降分離を計画しているか。 

(連続式、回分式) 

３）受入量を確認したか。 

（ろ過池洗浄水量、吸着池洗浄水量、濃縮槽上澄

水、サンプリングボンプ余剰水、天日乾燥床ろ

過水、機械脱水ろ過水） 

全体一般図及び設

計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水処理計画書 

排水処理計画書 

 

排水処理計画書 

   

浄－照２－４８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

４）受入サイクル計画書があるか。 

５）流入スラッジ量を計算したか。 

(ろ過池、吸着池等) 

６）返送流量サイクルを検討したか。 

７）沈降スラッジ掻寄せ装置を検討したか。 

８）スラッジの返送(排泥池)が可能か。 

９）可動集水装置を検討したか。 

10）池底勾配を設けたか。 

11）水質試験用採水方法は、検討されているか。 

12）排水及び池洗用施設は検討されているか。 

13）池内落下防止は、検討されているか。 

14）管防護及び支持方法は適正か。 

15）危機管理及び安全対策は充分か。 

（窓、ドア、鍵) 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しい。 

３）材料の選定は適正か。 

（リース材、生材等について） 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

計画書 

計画書 

 

検討書 

検討書 

検討書 

検討書 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－４９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装装備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

    

浄－照２－５０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

13 排泥池 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。） 

 

１）水理計算を確認したか。 

（ H. W. L . , L . W. L .） 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－５１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－５２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （６）付帯工事及び配管工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）仮設工 

１）クローズドシステムとして計画されているか。 

２）お泥撹拌装置を検討したか。 

３）受入量を確認したか。 

(沈澱池排泥量、排水池排泥量等) 

４）受入サイクル計画書があるか。 

５）返送流量サイクルを検討したか。 

６）池底勾配を設けたか。 

７）お泥試験用採泥方法は、検討されているか。 

８）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

９）池内落下防止は、検討されているか。 

10）管防護及び支持方法は適正か。 

11）危機管理及び安全対策は充分か。 

（窓、ドア、鍵） 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定し適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

排水処理計画書 

排水処理計画書排

水処理計画書 

 

計画書 

計画書 

 

一般計装計画書 

 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－５３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

 

濃縮槽 

（１）一般図 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装装備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－５４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

（様式ー1設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。） 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－５５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

（５）基礎構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）クローズドシステムとして計画されてい 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水処理計画書 

   

浄－照２－５６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  ２）計画処理固形物量が計算されているか。 

(夏期、冬期、洪水時) 

３）粉末活性炭が考慮されているか。 

４）沈澱池に貯留機能があるか。 

５）シリンダーテスト(沈降濃縮特性)は実施されて

いるか。 

(夏期、冬期、洪水時) 

６）同一取水源のデータを比較したか。 

７）リーフテスト、モデルプラントにより脱水性を

確認したか。 

(同一取水源のデータと比較) 

８）後続の脱水工程の設備との関係を確認したか。 

９）アルミニュームの添加比( A L / T比) を確認し

たか。 

10）滞留時間、固形物負荷は適切か。 

11）清澄条件、濃縮条件の面積を算定したか。 

(安全率確認のこと) 

12）受入量サイクルを検討したか。 

13）連続式濃縮槽として検討しているか。 

14）堰負荷率は適正か。 

15）池底勾配を設けたか。 

16）お泥試験用採泥方法は検討されているか。 

17）排水及び池洗浄用施設は検討されているか。 

排水処理計画書 

 

排水処理計画書 

計画書 

検討書 

 

 

検討書 

検討書 

 

 

排水処理計画書 

 

 

 

計算書 

 

検討書 

検討書 

計算書 

 

一般計装計画書 

   

浄－照２－５７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 照査② 備 考 

該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

（７）仮設工 

18）池内落下防止は、検討されているか。 

19）管防護及び支持方法は適正か。 

20）危機管理及び安全対策は充分か。 

（窓、ドア、鍵） 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定し適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ボイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

 

 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－５８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

（８）施工計画 

 

 

 

 

 

天日乾燥床 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

16 )補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、機械設備、計装装備等の搬入口は

あるか。 

２）ホイスト、クレーン、フック等は検討されてい

るか。 

３）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられて

いるか。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

   

浄－照２－５９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （４）本体構造物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－６０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬路、施工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）目標含水率は適正か。 

２）スラッジ負荷は適正か。 

(実験乂は他都市との比較) 

３）張込みサイクルは適正か。 

(排泥頻度、乾燥所要日数、スラッジ量の変動) 

４）有効水深は適切か。 

５）貯留機能が確保できるか。 

６）ケーキ搬出方法を検討したか。 

７）上澄水取り出し装置は適切か。 

(可動堰、ゲート、角落し) 

８）下部集水装置は適切か。 

(ろ床、集水管、逆洗管、空気吹込み装置) 

９）張込み分散方法が適切か。 

10）池底勾配を設けたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水処理計画書 

排水処理計画書 

 

排水処理計画書 

 

 

 

検討書 

   

浄－照２－６１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

（７）仮設工 

11）池洗浄用施設は検討されているか。 

12）管防護及び支持方法は適正か。 

 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディ－プウェル、地盤改良等) 

 

 

 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－６２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 
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（８）施工計画 

 

 

 

高架水槽 

（１）一般図 

 

 

 

 

（２）水理計算(容量を含む) 

 

 

（３）荷重条件 

 

 

 

 

 

 

（４）本体構造物 

１）バルプ、管、機械設備、計装装備等の搬入口は

あるか。 

２）搬入路は確保出来るか。 

 

 

１）場内一般平面図で位置(座標)を確認できるか。 

２）平面図、断面図の作成枚数は適正か。 

(様式ー1 設計基本条件との整合性がはかられている

か。) 

 

１）水理計算を確認したか。 

( H. W. L . , L . W. L . ) 

 

１）地下水位の設定は適正か。 

２）各単位重量及び各荷重は適正か。 

３）静止土圧係数は適正か。 

４）鉛直荷重の設定は正しいか。 

５）)水平荷重の設定は正しいか。 

６）特殊荷重は考慮されているか。 

 

１）適用基準は適正か。 

２）設計断面の位置は適正か。 

３）設計モデルは適正か。 

４）設計断面の内空形状寸法は適正か。 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

水理計算書 

 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－６３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）基礎構造 

５）仮設時を考慮しているか。 

６）使用材料、許容応力度は適正か。 

７）各部材厚、使用鉄筋及び間隔は適正か。 

８）材料使用区分は適正か。 

９）継手の構造形状、材質は適正か。 

10）防水防食工の材質は適正か。 

11）施工方法を配慮しているか。 

12）耐震設計(縦断方向、浮き上がり)は考慮されて

いるか。 

13）)基礎構造は適正か。 

 

１）基礎形状は妥当か。 

(直接基礎・杭・地盤改良等) 

２）土質常数の設定は妥当か。 

３）形式、寸法は妥当か。 

(杭であれば、杭種、杭径等) 

４）支持層への根入れは妥当か。 

５）液状化は問題ないか。 

６）近接の問題はないか。 

７）適用基準は正しいか。 

８）設計理論と解析手法は妥当か。 

９）施工法を配慮しているか。 

(運搬工方法と順序、施工ャード等) 

10）材料使用区分は妥当か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体一般図及び設

計条件検討書 

   

浄－照２－６４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

（６）付帯工事及び配管工事 

11）構造細目は妥当か。 

(鉄筋かぶり、ピッチ、継手、段落し等) 

12）埋設物との取合いは問題ないか。 

13）地盤改良の必要性を確認したか。 

 

１）使用目的を確認したか。 

a .ろ過池、吸着池の洗浄用 

b .場内給水用 

c .薬注設備(特に塩素設備) 

d .場内調圧(水槽と兼用) 

２）使用目的による高さ(水圧は)適切か。 

３）形式は決定されているか。 

(鉄筋コンクリート製、プレストレストコンクリ

ート製、鋼製) 

４）地震時の水面動揺による影響を検討している

か。(構造、水位) 

５）管廊部結露防止対策を実施しているか。 

(特に鋼製) 

６）電食防止対策を実施しているか。 

(特に鋼製) 

７）越流、排水設備は適切か。 

８）換気装置、人孔は適切か。 

９）電波障害の有無を確認したか。 

10）建築基準法に適合しているかる 

11）管防護及び支持方法は適切か。 

 

 

 

 

 

基本条件検討書 

 

 

 

 

計算書 

 

基本条件検討書 

 

検討書 

   

浄－照２－６５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 （７）仮設工 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）施工計画 

１）設計断面位置、幅及び深さは正しいか。 

２）適用基準は正しいか。 

３）材料の選定は適正か。 

(リース材、生材等について) 

４）切梁、腹起しの設置は施工性も考慮した適正な

配置となっているか。 

５）経済性が配慮されているか。 

６）土質条件の設定は適正か。 

７）地下水位の設定は適正か。 

８）上載荷重の選定及び載荷状態は適正か。 

９）覆工板の材質及び形状寸法は適正か。 

10）山留め形式の選定は適正か。 

11）山留め区分(中規模土留め、中規模仕切り、大規

模山留め)は適正か。 

12）土圧、水圧荷重の設定値は適正か。 

13）中間杭の位置、ピッチは適正か。 

14）根入れ長さの計算は必要項目の計算がされてい

るか。 

15）ポイリング、ヒービング及び盤ぶくれの検討は

されているか。 

16）補助工法の選定、範囲は適正か。 

(ディープウェル、地盤改良等) 

 

１）バルプ、管、計装装備等の搬入口はあるか。 

２）搬入路は確保出来るか。 

仮設検討書 

施工計画書 

   

浄－照２－６６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

17 場内連絡管 

（１）配置・構造 

 

 

 

 

 

 

 

（２）口径・流速 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）管種・配管 

 

１）緊急時のことを考慮してプロック間の切替えが

できる構造となっているか。 

２）将来の増設、改造等に備えて、収容スペースに

余裕を見込み、作業性の良い配管としておくな

どの配慮をしているか。 

３）複数の連絡管や側管を考慮しているか。 

また、側管には排水管を設けているか。 

 

１）各系統ごとのろ過池・沈澱池などへ管路の損失

水頭が均等になっているか。 

２）)使用目的に応じた流速を備え、これが速すぎて

磨耗したり、遅すぎてスラッジなどが停滞する

恐れがないようになっているか。 

３）損失水頭の計算は、摩耗損失水頭のほか流入・

断面変化・曲がりなど、全ての損失水頭を考慮

しているか。 

 

１）管種は、場内連絡管の使用目的を考慮し、内・

外圧に対して安全であること、布設場所(環境)に

適合していること及び布設場所に適合した施工

性を有していること等から選定されているか。 

 

設計条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

水理計算書 

 

 

 

 

 

 

構造計算書 

 

設計条件検討書 

   

浄－照２－６７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）施工計画 

２）構造物と連絡管との間などに不同沈下・温度変

化等に対処するため伸縮可とう管を設置されて

いるか。 

３）構造物の壁を貫通する場合などパドルカラーを

設け水密性を確保しいるか。 

４）配管状態を考慮し、空気弁など工アー抜き装置

を適宜設置しているか。 

５）地震時などに備えて、必要な箇所には緊急遮断

弁(扉)の設置を考慮しているか。 

６）管のコンクリート貫通部、異種土壌間の布設部

及び異種金属間の接続部には、マクロセル腐食

が発生しないように、あらかじめ腐食上適切な

措置を講じているか。 

 

１）構造物築造工事との施工順序・時期などで整合

しているか。 

２）留め・仮設道路などの仮設物を共用できるか検

討したか。 

３）経済性・施工性・安全性から工法の比較選定が

行われているか。 

４）補助工法(地盤改良等)の必要性を検討している

か。 

    

浄－照２－６８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

18 場内整備 

（１）場内排水施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管理用道路 

 

 

 

 

（３）外構施設 

 

１）場内各施設からの排水の種類及び計画水量を確

認したか。 

２）種別(雨水・場内排水)による排水処理の方式に

ついて、比較検討のうえ選定し 

３)排水施設の構造・ロ径・管種等が建築基準及び指

導要綱などを遵守したものとなっているか。 

４）排水施設について監督官庁と協議が整っている

か。 

５）生活排水、水質試験水排水は、他の一般排水と

個別の配管となっているか。 

 

１）保守管理を要する場内施設及び出入り車両の規

模を確認したか。 

２）構造については、道路舗装要綱等技術基準に基

づき決めているか。 

 

外構のり面、侵入防止用フェンス、正門及び通用門

の構造・仕様等について、関連基準に適合している

か。 

 

設計条件検討書 

 

水理計算書 

 

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条件検討書 

 

構造計算書 

   

浄－照２－６９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 
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（４）場内植栽 

 

 

（５）その他の施設 

 

 

 

（６）施工計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同溝 

１）植栽の種類・規模については、市町村の条例に

適合しているか。 

 

ケープル収容施設、収容トラフ類、場内照明設備及

び場内排水設備の構造・仕様等について、関連基準

に適合しているか。 

 

１）構造物築造工事との施工順序・時期などで整合

しているか。 

２）土留め・仮設道路などの仮設物の共用できるか

を検討したか。 

３）経済性・施工性・安全性から工法の比較選定が

行われているか。 

４）工法(地盤改良等)の必要性を検討しているか。 

 

 

１）各施設間を結ぶ電気・計装ケープル、薬品注

入・サンプリング配管等の収納する種類・規模

を整理・確認したか。 

２）共同溝の構造・設備については建築基準法・消

防法等法令に適合しているか。 

３）施工計画 

ａ 構造物築造工事と施工順序・時期などで整合

しているか。 

設計条約検討書 

 

 

設計条件検討書

構造計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計条約検討書 

構造計算書 

   

浄－照２－７０ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 
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 仮設構造物 

 （１）設計の目的・範囲 

 

 

 

 

（２）現地調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）設計基本条件 

ｂ 土留め・仮設道路などの仮設物を共用できる

か検討したか。 

ｃ 経済お政・施工性・安全性から工法の比較Ｗ

選定が行われていおるか。 

ｄ 補助工法（地盤改良等）の必要性を検討して

いるか。 

 

 

１）本体工との整合はとれているか。 

２）設計の範囲、内容、数量、工程は確認している

か。 

３）隣接工区との関係を確認したか。 

 

１）地形状況を把握したか。 

  （おぼれ谷、旧河川等） 

２）周辺の状況を把握したか。 

３）周辺の構造物との関係を把握したか。 

  （近接構造物との関係、影響度） 

４）環境の状況を把握したか。 

  （騒音、振動等の配慮） 

５）ボーリング図は適正か。 

  （近接工区との関連性等） 

 

１）設計基準を決定したか。 

２）工法の比較検討は適正か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本条件検討書 

 

 

 

 

基本条件検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本条件検討書 

   

浄－照２－７１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 

 

（４）施工上の基本条件 

 

 

 

 

 

 

（５）関連機関との調整 

 

 

（６）貸与資料 

 

 

（７）仮設工法の選定 

３）設計荷重は適正か。(一般自動車、特殊車、施工

時荷重等) 

４）使用材料、材質、強度等の確認を行ったか。(生

材、リース材等) 

 

１）本体工との離れ等の関係は適正か。 

２）運搬路、迂回路の確保の見通しはどうか。 

３）施工時の用地占有及び近接状況の確認がなされ

ているか。 

４）工事時期と工程が明確になっているか。 

５）覆工の必要性の検討はなされてるか。 

 

埋設物の切回し又は仮受け等について関係機関との

協議がなされているか。 

 

設計に必要な貸与資料を確認したか。 

(地質調査報告書・測量成果品等) 

 

１）経済性・施工性・安全性の面から総合的に工法

の比較検討が行われているか。 

２）周辺の条件、交通処理の方法を考慮している

か。 

３）施設構造物への影響を考慮しているか。 

４）隣接工区と整合は取れているか。 

 

 

 

 

 

基本条件検討書 

 

 

 

 

 

 

関連機関との協議書 

議事録 

 

 

 

 

基本条件検討書 

   

浄－照２－７２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

  

 

 

 （８）設計計算 

５）補助工法(地盤改良等)の必要性を検討したか。 

６）覆工の必要性を検討したか。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）設計上の条件設定は整理されているか。 

(地質条件、土質条件荷重条件、水位、計算方

法、隣接工区との条件の整合等) 

３）設計項目は充分か。 

(ポイリング、ヒービング等) 

４）指定された規定を満足しているか。 

(「建設工事公衆災害防止対策要綱」等) 

５）設計結果は許容範囲内か。 

(許容応力度、変位量等) 

６）施工上の配慮がなされているか。 

(本体工との離れ、本体工の施工順序との関係、

撤去、盛替え等) 

 

 

 

設計計算書 

   

浄－照２－７３ 



 

 

 

 

 

 

成 果 品 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ③ ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名: 北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

設計報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 計 図 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）設計位置、設計適用範囲は適正か。 

３）設計条件、施工条件は適正に運用されている 

か。又、他の設備(電気・機械・計装)の設計条件

と整合がとれているか。 

４）安定計算結果は許容値を満たすか。 

(安全率、変位量、許容応力度、根入れ長さ) 

５）許容値の取り方は正しいか。 

 

１）縮尺、用紙サイズ等は共通仕様書、または、特記 

仕様書と整合されているか。 

２）打合せ事項は反映されているか。 

３）必要寸法、部材形状及び寸法等にもれはないか。 

４）全ての図面において平面と縦断面図、あるいは平 

面図と横断面図等とが整合しているか。 

５）各設計図面がお互いに整合がとれているか。(一

般平面図・構造図・配筋図・仮設図・付帯設備等) 

６）設計計算書の結果が正しく図面に反映されている

か。（特に応力計算、安定計算等の結果が適用範囲

も含めて整合されているか） 

７）付属金物類が適正に配置されているか、足りない

ものはないか。又、余分なものはないか。 

８）付帯する設備(電気・機械・計装・場内連絡管等)

と整合されているか。 

設計計画書 

設計計画書 

施工計画書 

イメージアップ検

討等書 

 

 

 

 

各設計図 

   

浄－照３－１ 



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

数量計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計調書 

１）数量計算は適用基準あるいは打合せ事項と整合し

ているか。(工種区分、単位、有効数字、位取り区

分等) 

２）数量計算に用いた数値は、設計図面と一致してい

るか。 

３）数量全体総括、工区総括、プロック総括等、打合

せと整合し、かっ転記ミスや集計ミスがないか。 

４）各プロック毎の数量的パランスは適正か。 

 

１）調書の記入は適正にされているか。 

２）マクロ的（他工事区等とオーダー的に比較して）

に見て問題はないか。 

数量計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計調書 

   

浄－照３－２ 



 

 

業 務 名： 

発注者名： 

受託者名： 

作成年月日： 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

設 

 

 

計 

 

 

条 

 

 

件 

１．材料の許容応力度(kg/cnf) 

項 目 設計基準強度 許容曲げ圧縮度 許容せん断応力度 許容付着応力度 項 目 許容引張応力度(一般) 〃(腐食性環境) 

コンクリ－ト     鉄筋(SD-  )   

２．鉄筋のかぶり(ｃｍ) 

項 目 スラブ 梁 柱 項 目 スラブ 梁 柱 底盤・フーチング 

一般の環境    腐食性環境    (上端) (下端) 

３．荷重 

死 荷 重 ( t /㎡) 活 荷 重 

( 積載荷重 ) 
静止土圧 温度応力 

 地 震 時 

鉄筋コンクリート 無筋コンクリート 土 水 慣 性 カ 土 圧 動水圧 

       kv＝ Kh＝ kH＝ kH＝ 

４．処理方法（浄水）  

５．計画水量及び年次別水量  

６．管理方法  

施 

 

設 

 

概 

 

要 

構  造  物  名 内               容 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 氏   名 

照査技術者  

業務主任技術者  

設計調書 
（浄水場） 



 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 

(全体平面図) 

(水位高低図) 

 



 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

(平 面 図) （ 断 面 図－１ ) 

（ 断 面 図－２ ) 

 



 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

番 号 形 状 寸 法 
断面カ 鉄 筋 量 

( t/㎥) 

応  力  度 (kg/f㎠) 

曲げモーメント(tm) せん断力( t ) 軸 カ( t ) 鉄筋引張り コンクリート曲げ圧縮 コンクリートせん断 

頂版○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

底版○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

導流壁○ 
   ○ 
   ○ 

        

        

        

柱 ○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

側壁○ 
  ○ 
  ○ 

        

        

        

基 
 
 
礎 
 
 
工 

直 
接 
基 
礎 

常 時 
支 持 カ 
転 倒 
滑 動 

＜ 
＞ 
＞ 

使 
 
用 
 
材 
 
料 

コンクリート 
 

 

鉄    筋 
 

地震時 
支 持 カ 
転 倒 
滑 動 

＜ 
＞ 
＞ 

 

防  食  工  

管    類 
 

杭 
基 
礎 

常 時 
杭 反 カ 
杭頭変位 

＜ 
＜ 

 

弁    類 
 

地震時 
杭 反 カ 
杭頭変位 

＜ 
＜ 

 

取 付 金 物 

 

 杭 種   

杭径×杭長×本数   ｍ× ｍ×  本、  ｍ× ｍ× 本  



 

 

 

施 設 名 (取・浄・送水施設) 構造物名  

(平面図)  (注) 1 .土の種類 

①砂質土 

②粘性土N >5 

③粘性土N≦5 

２．ボーリング図の出        

典を記入する 

３．水位を明示する 

区分 層厚 Ｎ γ C φ 種類 

Ⅰ       

Ⅱ       

Ⅲ       

Ⅳ       

Ⅴ       

 (ポーリング図) 

(断面図) 

 



 

 

項       目 設 計 結 果 ( 計 算 値 と 使 用 値 ) 備 考 

土 
 
 
留 
 
 
工 

親 
 
杭 
 
方 
 
式 

土 
留 
杭 

根 入 長   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注) 
※1：次の計算ケースにより決定されたものを選ぶ。 

① 掘削完了時 
② 最下段切梁設置直前 
③ 撤去時 
④ 盛替時 

 
※ 2 :次の計算ケースにより決定されたものを選ぶ。 

① (つりあい深さ) Xl. 2以上 
② ポイリングに対する必要長 
③ ヒービングに対する必要長 
④ 30ｍ以上 

 
※ 3 :「建設工事公衆災害防止対策要綱」による。 

断 面 寸 法  

応 カ 度  

支 持 カ  

最 大 変 位  

土 
留 
板 

断 面 寸 法  

応 カ 度  

  

鋼矢板方式 
〈連続 
地中壁〉 

根 入 長  

断 面 寸 法  

応 カ 度  

最 大 変 位  

支 
 
 
保 
 
 
工 

腹起し段目 

間 隔  

断 面 寸 法  

応力度及び安全度  

切梁  段目 

間 隔  

断 面 寸 法  

応力度及び安全度  

火  打  ち 
断 面 寸 法  

応 カ 度  

中 間 杭 

間 隔  

断 面 寸 法  

支 持 カ  

補 
助 
工 
法 

  

  

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．設備工事（電気・機械・計装） 

 

実施設計業務委託 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

                   

  

」 

 

 

受託者 

起 案 受託者 

企業団 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

主務室の長 業務委託発注時の確認 

発注前確認項目一覧表 

現地踏査 

契  約 

設計計画 
業務計画書（照査計画含む） 

報告①(基本条件の照査) 主務室の長 照査状況の把握 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧表 

照査項目一覧表 

一般図作成 

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調書 

報告②(細部条件、構造物細目の照査) 主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調書 

構造計算 

詳細図作成 

数量計算 

施工計画 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含む） 

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 

照査報告書 

成果品提出・検査  委託業者が実施す

る照査関連事項 
注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計画提出

時に打合せにより設定する。 



 

 

基本項目一覧表 (設備工事)                                         No.1 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

「共通事項」 

１．事業の計画条件の整理と設計

目的 

２．設計条件及び設計の基本条件  

３．基本システムの検討 

４．設備設計に関する全体工程の

検討 

５．成果品内容 

「共通事項」 

１．設計条件・方針に基づく基本シ

ステムの構築 

２．設備設計に伴う関連条件の整

理・検討 

３．実施設計用の仕様書の作成準備 

４．安全対策の検討 

５．試験・試運転の検討 

６．施設管理方法の検討 

 

「各工種別事項」 

１．受変電設備 

２．自家発電設備 

３．電気設備(負荷設備) 

４．計装設備 

５．監視制御設備 

６．遠隔監視制御設備 

７．無線設備 

８．工業用テレビ設備 

９．ポンプ設備 

10．薬品注入設備(塩素設備) 

11．薬品注入設備 

(PAC・バンド・苛性ソーダ設備) 

12．楽品注入設備 

(次亜塩素ナトリウム設備) 

「共通事項」 

１．建築・土木構造物との整合 

２．設備設計に伴う詳細項目の整理 

３．各機器の基本仕様確認 

４．設備の操作方法の決定 

５．安全対策 

 

「各工種別事項」 

１．受変電設備 

２．自家発電設備 

３．電気設備(負荷設備) 

４．計装設備 

５．監視制御設備 

６．遠隔監視制御設備 

７．無線設備 

８．工業用テレビ設備 

９．ポンプ設備 

10．薬品注入設備(塩素設備) 

11．薬品注入設備 

(PAC・バンド・苛性ソーダ設備) 

12．次亜塩素ナトリウム注入設備 

13．オゾン注入設備 

14．活性炭注入設備 

15.排水処理設備 

16.各種機械設備 

「共通事項」 

１．設備設計最終段階における詳細

項目の確認 

２．概算予算の把握 

３．充水・洗浄の計画 

 

「各工種別事項」 

１．受変電設備 

２．自家発電設備 

３．電気設備(負荷設備) 

４．計装設備 

５．監視制御設備 

６．遠隔監視制御設備 

７．無線設備 

８．工業用テレビ設備 

９．ポンプ設備 

10．塩素注入設備 

11．薬品注入設備 

(PAC・バンド・生ソーダ設備) 

12．次亜塩素ナトリウム設備 

13．オゾン注入設備 

14．活性炭注入設備 

15．排水処理設備 

16．各種機械設備 

設－基－１ 



 

 

基本項目一覧表 (設備工事)                                                                                 No.2 
発注前確認 照査①  照査② 照査③ 

 13．オゾン注入設備 

14．活性炭注入設備 

15．排水処理設備 

16．各種機械設備 

 

「諸官庁等の手続事項」 

１．東京電力(株) 

２．消防関係 

３．通商産業省(関東通商産業局) 

４．郵政省(関東電気通信管理局) 

５．県保安課 

６．市町村 

７．労働基準監督署 

「諸官庁等の手続事項」 

１．東京電力(株) 

２．消防関係 

３．通商産業省(関東通商産業局) 

４．郵政省(関東電気通信管理局) 

５．県保安課 

６．市町村 

７．労働基準監督署 

「諸官庁等の手続事項」 

１．東京電力(株) 

２．消防関係 

３．通商産業省(関東通商産業局) 

４．郵政省(関東電気通信管理局) 

５．その他 

設－基－２ 



 

 

 

 

 

 

 

発 注 前 確 認 項 目 一 覧 表 

 

 

 

 

 

 

業 務 名： 

 

設計者所属・氏名： 

 

 

 

 

  



 

 

 発注前確認項目一覧表 

No. 項   目 主  な  内  容 確 認 資 料 該当対象 確 認 備  考 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

「共通事項」 

事業の計画条件の整理と設計目

的 

設計条件及び設計の基本条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本システムの検討 

 

１）設計目的は明確になっているか。 

 

１）計画水量、時間最大最小水量の確認はした

か。 

２）地域条件・環境条件への配慮はしたか。 

ａ．付近の施設、住居道路の状況、電力線等

の状況 

ｂ．塩害、ほこり等の状況 

３）水質状況の確認はしたか。 

ａ．特殊処理等の必要性 

４）将来計画の確認はしたか。 

ａ．予備・増設への配慮 

ｂ．年次別水量等 

５）経済性への配慮はしたか。 

ａ．省エネ、省力化・費用 

６）施設の管理体制の確認はしたか。 

ａ．有人機場か、遠隔制御される機場か。 

 

１）基本システムフローの確認はしたか。 

２）設備構成の検討はしたか。 

ａ．受変電設備 

ｂ．自家発電設備 

ｃ．電気設備(負荷設備) 

ｄ．計装設備 

ｅ．監視制御設備 

 

特記仕様書 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特記仕様書 

   

設－前－１ 



 

 

発注前確認項目一覧表 

No. 項   目 主  な  内  容 確 認 資 料 該当対象 確 認 備  考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備設計に関する全体工程の検

討 

 

成果品内容 

ｆ．遠隔監視制御設備 

ｇ．無線設備 

ｈ．工業用テレビ設備 

ｉ．ポンプ設備 

ｊ．薬品注入設備(塩素設備) 

ｋ．薬品注入設備(PAC・バンド・苛性ソーダ

設備) 

ｌ．オゾン注入設備 

ｍ．活性炭注入設備 

ｎ．排水処理設備 

ｏ．各種機械設備 

 

１）設備設計に関する全体工程の確認はした

か。 

 

１）成果品の提出書類の確認はしたか。 

ａ．設備計画検討書 

ｂ．実施作業内容フローシート 

ｃ．打ち合わせ図 

ｄ．決定図 

ｅ．各計算書 

ｆ．金抜設計書 

ｇ．概算工事費計算書 

ｈ．製造可能メーカー一覧表 

ｉ．関連官庁手続等一覧表 

ｊ．原図 

ｋ．図面製本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特記仕様書 

 

 

特記仕様書 

   

設－前－２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備工事実施設計業務委託 

 

照査項目一覧表 



 

 

実施設計業務委託照査フローチャート 

 

 

 

 

 

          

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受託者 企業団 

現地踏査 

契  約 

条件等打合せ 主務室の長 条件等指示 照査計画の策定 照査技術者 

業務計画書（照査計画含む） 
設計計画 

照 査 ① 基本条件の照査 照査技術者 

照査項目一覧表 

報告①(基本条件の照査) 主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表 

一般図作成 

照 査 ② 細部条件 

構造細目の照査 
照査技術者 

照査項目一覧表、設計調

報告②(細部条件、構造物細目の照査) 主務室の長 照査状況の把握 

照査項目一覧表、設計調

書 構造計算 

詳細図作成 

数量計算 

施工計画 

照 査 ③ 

成果品の照査 

構造計算書 

設計図 

数量計算書 

施工計画書等 
照査技術者 

照査項目一覧表 

照査報告書作成 設計調書の作成 照査技術者 

（照査①～③及び設計調書を含

報告③(成果品の照査及び設計調書) 主務室の長 照査状況の把握 

照査報告書 

成果品提出・検査 

 委託業者が実施す

る照査関連事項 

注記 １．照査②の段階より、設計調書の有効活用を図る。 

   ２．工程に関わる照査・報告①②③の時期は、業務計

画書提出時に打合せにより設定する。 



 

 

照査項目一覧表の記載について 

 

（１）照査項目一覧表の記載は、項目の順に行い該当対象項目に〇印を記入する。 

（２）各照査段階において、照査の済んだ項目に〇印と日付を記入し、照査された

項目と照査されない項目が分別できるようにする。 

（３）照査項目は、業務内容、規模、重要度に応じて追加又は削除することが出来

る。 

なお、追加する場合は別紙に新たな照査項目を明記する。 

（４）照査項目一覧表のみでは、照査した内容を説明しにくい場合は、提示資料欄

に必要となる検討書、図面等の資料項目を明示し、一覧表に添付して提出する。 

（５）各段階の照査が完了したときは、照査技術者及び業務主任技術者の確認済み

のものを提出する。 

照査技術者及び業務主任技術者は各段階の照査完了時に、確認欄に「済」を

記入する。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

基 本 条 件 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ① ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名: 北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

「共通事項」 

設計条件・方針に基づ

く、基本システムの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備設計に伴う関連条件

の整理・検討 

 

１）設備計画に伴う、建築・土木構造物への対応は、考慮

したか。 

ａ．建築物床耐荷重・部屋毎の条件検討 

ｂ．搬入道路、室内への搬入方法の検討 

ｃ．建物の防火区画について 

ｄ．仮設方法、仮設作業区域等の検討 

ｅ．建物内の通路の検討 

２）設備方式の比較検討 

３）関係官庁との折衝・手続き等の確認は行ったか。 

４）関連規格の整理・検討 

５）使用する積算基準・仕様書の確認 

６）監視制御方法の基本についての検討 

７）基本設計に基づく、基本浄水フロー・制御フローの作成 

８）工事区分の計画 

 

１）各工事間のインターフェースの基本について 

２）各機器間のインターロックについて 

３）接地系統の基本について 

４）耐震設計について 

５）停電・復電の処理について 

６）保護方式・保護協調について 

７）監視制御の制御電源について 

８）浄水フロー・制御フローの作成 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

耐震基準

のある設

備 (塩素

設備等) 

設－照１－１ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

３ 

 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

 

１ 

 

実施設計用の仕様書の作

成準備 

 

安全対策の検討 

 

試験・試運転について 

 

施設管理方法の検討 

 

「各工種別事項」 

受変電設備 

 

１）共通仕様書との照合をしたか。 

２）厚生省設計指針との整合の検討はしたか。 

 

１）安全対策への配慮はなされたか。 

 

１）試運転等の検討はなされたか。 

 

１）施設管理方法の検討はなされたか。 

 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．契約電力の算定 

ｂ．設備方式案の作成 

ｃ．関係官庁との折衝 

ｄ．設備方式の決定 

ｅ．容量及び電圧の決定 

ｆ．保護方式の決定 

ｇ．インターロックの決定 

ｈ．力率調製装置の決定 

ｉ．受電設備の安全対策について 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

設－照１－２ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

自家発電設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気設備(負荷設備) 

 

 

 

 

 

 

 

 

計装設備 

1 )以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．自家発対象負荷(消防対象負荷を含む) についての検

討 

ｂ．容量の決定 

ｃ．工ンジンの決定 

ｄ．運転時間(燃料油量)の決定 

ｅ．関係官庁との折衝 

ｆ．保護協調の決定 

ｇ．消防関連設備(消化設備・危険物等) の条件整理 

ｈ．排気設備の建築物との工事区分 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．二重化の検討 

ｂ．配電方式の決定 

ｃ．関係官庁との折衝 

ｄ．保護方式の決定 

ｅ．直流電源設備・無停電電源装置の検討 

ｆ．インターロックの決定 

ｇ．力率調整装置の決定 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．監視制御方式の決定 

ｂ．計装機器の選定の検討 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

設－照１－３ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

監視制御設備 

 

 

 

遠隔監視制御設備 

 

 

 

 

 

無線設備 

 

 

 

 

 

 

工業用テレビ設備 

ｃ．無停電化の検討 

ｄ．検出装置の設置位置及び箇所の検討 

 

１）C P Uの機能を考慮した、システム設計の検討はなされ

たか。 

２）電気設備、計装設備との施工区分の検討はなされたか。 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．二重化の検討 

ｂ．制御時間応答の検討 

ｃ．切替時の安全性についての検討 

(バンプレス等) 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．二重化の検討 

ｂ．関係官庁との折衝 

ｃ．鉄塔が重要無線の指定区域内でないことの確認 

ｄ．無停電化の検討 

ｅ．有線方式との比較検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．利用方法の検討 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

設－照１－４ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

ポンプ設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬品注入設備(塩素設備) 

ｂ．設備方式の検討 

監視制御方式の検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．計画水量、時間最大最小水量の決定 

ｂ．予備機の検討 

ｃ．台数の決定 

ｄ．全揚程の決定 

ｅ．ポンプ形式の決定 

ｆ．制御方式の検討 

ｇ．ポンプ性能曲線の作成 

ｈ．電動機容量等の決定 

ｉ．管路条件の検討 

ｊ．キャビテーションの検討 

ｋ．水撃作用(ウォーターハンマ)の検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．現在の水質状況の確認 

ｂ．薬品の種類についての多方面からの比較検討 

ｃ．注入方式の比較検討 

ｄ．運転管理費用の比較検討 

ｅ．維持管理の比較検討 

ｆ．注入量・処理量に対する最大値・最小値の検討 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

設－照１－５ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

薬品注入設備( P A C ・

ノヾンド・苛性ソーダ設

備) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬品注入設備(次亜塩素

ナトリウム設備) 

ｇ．保安についての検討 

ｈ．制御方法についての検討 

ｉ．耐震設計について関係官公庁等の折衝 

ｊ．排液設備の検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．現在の水質状況の確認 

ｂ．薬品の種類についての多方面からの比較検討 

ｃ．注入方式の比較検討 

ｄ．運転管理費用の比較検討 

ｅ．維持管理の比較検討 

ｆ．注入量・処理量に対する最大値・最小値の検討 

ｇ．貯蔵方式の検討 

ｈ．保安についての検討 

ｉ．制御方法についての検討 

ｊ．排液設備の検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．現在の水質状況の確認 

ｂ．薬品の種類についての多方面からの比較検討 

(市販、生成次亜) 

ｃ．注入方式の比較検討 

 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

設－照１－６ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

オゾン注入設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活性炭注入設備 

ｄ．運転管理費用の比較検討 

ｅ．維持管理の比較検討 

ｆ．注入量・処理量に対する最大値・最小値の検討 

ｇ．保安についての検討 

ｈ．制御方法についての検討 

ｉ．排液設備の検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．現在の水質状況の確認 

ｂ．注入方式の比較検討 

ｃ．注入量・処理量に対する最大値・最小値の検討、台

数の決定 

ｄ．運転管理費用の比較検討 

ｅ．維持管理の比較検討 

ｆ．保安についての検討 

ｇ．制御方法についての検討 

ｈ．接触時間の検討 

ｉ．排ガス処理方式の検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．現在の水質状況の確認 

ｂ．注入方式の比較検討 

ｃ．注入量・処理量に対する最大値・最小値の検討、台

数の決定 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備計画書 

   

設－照１－７ 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

排水処理設備 

 

 

 

 

 

各種機械設備 

 

 

 

 

 

「諸官庁等の手続事項」 

東京電力(株) 

ｄ．運転管理費用の比較検討 

ｅ．維持管理の比較検討 

ｆ．制御方法についての検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．現在の水質状況の確認 

ｂ．処理方式の比較検討 

ｃ．運転管理費用の比較検討 

ｄ．維持管理の比較検討 

 

１）以下の項目の検討はなされたか。 

ａ．各種機器についての多方面からの比較 

ｂ．運転管理費用の比較検討 

ｃ．維持管理の比較検討 

ｄ．制御方法についての検討 

 

 

１）東京電力(株)の事前協議は済んでいるか。 

ａ．特高自家用受変電設備設計についてのお願いについ

て 

ｂ．図面協議確認シートについて 

ｃ．66ＫＶ幹線提供における保護装置工事マニュアルに

ついて 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

設備計画書 

 

 

 

 

 

 

事前協議資料 

   

設－照１－８ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

  ｄ．保安電話について 

ｅ．ＰＣＴへのパルス発信器取付及び出力バルス数の確

認について 

２）契約電力の協議 

３）受電方式の協議及び検討 

ａ．受電設備機器の名称の決定 

①電源側に向かい右側から 

I(DS)、01 (CB)、RI(DS) 

②電源側に向かい左側から 

2(DS)、02 (CB)、R2(DS) 

ｂ．特高東電ケープル耐圧試験用ブッシング取付スペー

ス 

ｃ．地中引込の場合のピット・埋込金具等の協議・引込

管路の協議 

(地中引込ピットに当団設備が設置される場合、東

京電力(株)と協議) 

ｄ．リレーの整定に関する協議 

ｅ．操作ロックに関する協議 

４）受電予定日の協議 

５）工事費負担金の協議 

６）その他の協議 

ａ．検針日の確認(できるだけ毎月1日を希望する) 

ｂ．取引用計器( P C T )、計量器及び収納箱の手配につ

いて 

    

設－照１－９ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

消防関係 

ｃ．運用申合書の協議・初加圧手順の協議、実施細目の

協議 

ｄ．受電状態自動伝達装置設置に関する協議 

ｅ．受電ルートに関する協議(施工区分の確認) 

ｆ．東電工事工程に関する協議 

ｇ．相確認に関する協議 

 

１）以下の消防設備について協議は済んでいるか。 

(一般消防設備) 

ａ．消火器 

ｂ．屋内消化栓設備 

ｃ．スプリンクラー設備 

ｄ．水噴霧消火設備 

ｅ．屋外消火栓設備 

ｆ．動力消防ポンプ設備 

ｇ．自動火災報知設備 

ｈ．ガス漏れ火災警報設備 

ｉ．漏電火災警報設備 

ｊ．消防機関へ通報する火災報知設備 

ｋ．非常警報器具又は非常警報設備 

ｌ．避難器具 

ｍ．誘導灯及び誘導標識 

ｎ．排煙設備 

 

 

 

 

 

 

 

事前協議資料 

   

設－照１－１０ 

 



 

 

基本条件の照査項目一覧表（様式－１） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査① 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通商産業省(関東通商産

業局) 

 

 

 

郵政省(関東電気通信監

理局) 

 

県保安課 

 

 

市町村 

 

労働基準監督署 

ｏ．連結散水設備 

ｐ．連結送水管 

ｑ．非常コンセント設備 

ｒ．基準の特例 

２）危険物計画により、該当の有無を検討 

ａ．危険物貯蔵所・取扱所設置 

ｂ．小量危険物貯蔵・取扱届 

ｃ．該当なしのもの 

 

１）以下の協議は済んでいるか。 

ａ．受電方式・配電方式の協議 

ｂ．監視制御方式の協議(特高変電所の遠隔制御につい

ての協議) 

 

１）無線回線の協議は済んでいるか。 

ａ．工事計画書(任意提出)の作成について 

 

１）以下の協議は済んでいるか。 

ａ．高圧ガス等 

 
１）特定施設の協議は済んでいるか。 

 

１）クレーン、エレベータ等の協議は済んでいるか。 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

事前協議資料 

 

 

 

 

事前協議資料 

 

 

事前協議資料 

 

 

事前協議資料 

 

事前協議資料 

   

設－照１－１１ 

 



 

 

 

 

 

 

細 部 条 件 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ② ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名:北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

  

 氏       名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

「共通事項」 

建築・土木構造物との

整合 

 

 

 

 

 

 

 

設備設計に伴う詳細項

目の整理 

 

１）以下の項目は確認さているか。 

ａ．建築物床耐荷重・部屋毎の換気空調条件の決定 

ｂ．搬入道路・室内への搬入方法の決定 

ｃ．建物の防火区画についての決定 

ｄ．仮設方法、仮設作業区域等の決定 

ｅ．ケープル貫通等の防火区画処理の検討 

ｆ．雨水等の進入防止対策の検討 

ｇ．機器のメンテナンススペースの検討 

 

１）以下の項目は確認されているか。 

ａ．各計算書等の作成に当たっての条件 

(室内発熱量、耐震、電流容量、短絡容量、遮断容

量、アンカー強度)の確認 

ｂ．数量計算書作成について 

ｃ．負荷番号の設定について 

ｄ．単位の考え方について 

ｅ．インターフェースの決定について 

ｆ．接地種別の決定 

ｇ．始動方式の検討 

ｈ．制御方式の検討 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－１ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

各機器の基本仕様確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備の操作方法の決定 

１）以下の項目は確認されているか。 

ａ．盤の形式・構造の決定 

ｂ．盤番号の設定 

ｃ．盤名称の設定 

ｄ．把手、盤内照明、コンセント、 スペースヒータ等

の器具について 

ｅ．チャンネルべース 

ｆ．表示用ランプ 

ｇ．リレー、ヒューズ類 

ｈ．盤面取付け操作SW・保護リレー等の決定 

ｉ．内収納機器の決定 

ｊ．蓄電池の種類・形式の決定 

ｋ．停電補償時間の決定 

 

１）以下の項目は決定されているか。 

ａ．停電時及び復電時処理について 

ｂ．操作場所の切替について 

ｃ．操作モードの切替について 

ｄ．操作の切替機器について 

ｅ．機器の選択操作について 

ｆ．警報停止について 

ｇ．表示復帰について 

ｈ．非常停止について 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－２ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

安全対策 

 

 

 

「各工種別事項」 

受変電設備 

ｉ．起動(始動)方式について 

ｊ．シーケンスについて 

ｋ．保護継電器類について 

ｌ．表示用計器について 

 

１）以下の安全対策が確認されているか。 

ａ．フェイルセーフ機能 

ｂ．インターロック機能 

 

 

１）以下の項目は決定・検討されているか。 

ａ．停電・復電時の自動・手動操作の検討 

① 自家発電設備の対応 

② 常用線、予備線の対応 

③ 消防負荷の対応 

ｂ．機器の確認 

① 機器操作順序の検討 

② インターロック 

③ 単線結線図 

ｃ．配置についての検討 

ｄ．配線方式の決定 

ｅ．保護方式の検討 

ｆ．監視制御方式の確認 

ｇ．メンテナンスが安全に容易にできるか。 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－３ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

４ 

自家発電設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気設備(負荷設備) 

 

 

 

 

 

 

計装装備 

１）以下の項目は決定・検討されているか。 

ａ．補機電源 

ｂ．単線結線図 

ｃ．機器系統フロー 

ｄ．消防設備(危険物取扱所・少量危険物取扱所等の別) 

ｅ．騒音(用途地域)・振動の検討 

ｆ．始動方式の決定 

ｇ．配置についの検討 

ｈ．発電機室内の換気の検討 

 

１）以下の項目は決定・検討されているか。 

ａ．接地種別 

ｂ．単線結線図 

ｃ．配置について 

ｄ．電気室内発熱量及び換気量 

ｅ．高調波の発生の有無及び対策 

 

１）以下の項目は決定・検討されているか。 

ａ．監視制御方法 

ｂ．計装機器の選定 

ｃ．計装フロー 

ｄ．無停電化の検討(計装機器の電源) 

ｅ．配置について 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－４ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

監視制御設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠隔監視制御設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線設備 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．CPUの機能を考慮した、システム設計 

ｂ．監視制御フロー 

ｃ．各現場機器 

ｄ．現場側監視制御設備 

ｅ．中央監視制御( C R T )設備 

ｆ．設定値の設定方法 

ｇ．配置について 

ｈ．操作性について 

 
１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．二重化の決定 

ｂ．監視制御フロー・機器系統フロー 

ｃ．伝送容量 

ｄ．制御応答時間 

ｅ．インターフェース 

ｆ．配置について 

ｇ．接地場所の環境 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．無線鉄塔の仕様決定・及び鉄塔基礎の検討及び設計 

ｂ．配置について 

ｃ．無線鉄塔の建築確認の有無 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－５ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

工業用テレビ設備 

 

 

 

 

ポンプ設備 

 

 

 

 

 

 

薬品注入設備(塩素設

備) 

ｄ．回線設計の検討 

ｅ．設置場所の環境 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．配置について 

ｂ．最低被写体照度 

ｃ．設備方式 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．水撃作用(ウォーターハンマ)の検討による負圧防止

対策 

ｂ．配置について 

ｃ．電動機の形式 

ｄ．騒音レベルの確認 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．関係官公庁との協議 

ｂ．薬品注入計装フロー 

ｃ．監視制御フロー 

ｄ．配置について 

ｅ．制御方法について 

ｆ．稼働後の薬品搬入方法及び輸送経路 

ｇ．予備品及び安全用具 

ｈ．安全性及び除外設備 

ｉ．材質 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－６ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬品注入設備( P AC ・

ノヾンド・苛性ソーダ

設備) 

 

 

 

 

 

 

 

 

次亜塩素酸ナトリウム

注入設備 

ｊ．耐震 

ｋ．保安物件に対しての距離 

ｌ．保安電力 

ｍ．貯槽の容量 

ｎ．各塩素設備室 

ｏ．気化器・ガス溜の最大能力、容量 

ｐ．注入機の容量 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．薬品注入計装フロー 

ｂ．監視制御フロー 

ｃ．配置について 

ｄ．制御方法について 

ｅ．稼働後の薬品搬入方法及び輸送経路 

ｆ．予備品及び安全用具 

ｇ．材質 

ｈ．貯蔵量 

ｉ．注入機の最大最小注入量 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．薬品注入計装フロー 

ｂ．監視制御フロー 

ｃ．配置について 

ｄ．制御方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－７ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

オゾン注入設備 

 

 

 

 

 

 

 

活性炭注入設備 

ｅ．稼働後の薬品搬入方法及び輸送経路 

ｆ．予備品及び安全用具 

ｇ．材質 

ｈ．設置場所の環境の検討 

ｉ．排液槽の検討 

ｊ．貯蔵量 

ｋ．注入機の最大最小注入量 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．薬品注入計装フロー 

ｂ．監視制御フロー 

ｃ．配置について 

ｄ．制御方法について 

ｅ．耐オゾン性 

ｆ．排オゾンの環境基準 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．薬品注入計装フロー 

ｂ．監視制御フロー 

ｃ．配置について 

ｄ．制御方法について 

ｅ．稼働後の薬品搬入方法及び輸送経路 

ｆ．注入方式 

ｇ．最大・最小注入量 

ｈ．貯蔵量 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設浄－照２－８ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

15 

 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

排水処理設備 

 

 

 

 

 

 

各種機械設備 

 

 

 

 

 

 

「諸官庁等の手続事項」 

東京電力(株) 

 

 

 

 

 

消防関係 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．監視制御フロー 

ｂ．処理方式 

ｃ．配置について 

ｄ．制御方法について 

ｅ．安全性について 

 

１）以下の項目は決定・確認されているか。 

ａ．監視制御フロー 

ｂ．材質 

ｃ．配置について 

ｄ．制御方法について 

ｅ．安全性について 

 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．事前協議資料について 

① システムの協議 

② 図面の協議 

 ｂ．契約手続き 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．消火設備・危険物計画の決定 

ｂ．申請手続き 

① 工事の届出 

検討書 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

 

 

 

検討書 

   

設－照２－９ 



 

 

細部条件の照査項目一覧表（様式－２） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査② 

備 考 
該当対象 照 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通商産業省(関東通商産

業局) 

 

郵政省(関東電気通信監

理局) 

 

県保安課 

 

 

市町村 

 

 

労働基準監督署 

② 防火対象物使用開始届 

③ 消防用設備の種類 

④ 電気設備の設置届 

・高圧又は特別高圧の変電設備 

(全出力50KW以下を除く) 

・内燃機関による発電設備 

(固定して用いるものに限る) 

・屋内に設置する蓄電池設備 

ｃ．危険物届け出・申請 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．工事計画届について 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．工事計画届について 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．高圧ガス製造について 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．特定施設(騒音)について 

 

１）以下の協議はされているか。 

ａ．ポイラー及び第1種圧力容器について 

ｂ．クレーン・エレベータ設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

   

設－照２－１０ 



 

 

 

 

 

成 果 品 の 照 査 項 目 一 覧 表 

（ 照 査 ③ ） 
 

 

 

業 務 名： 

 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

 

受託者名： 

 

照査の日付：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

※照査完了後、照査技術者及び業務主任技術者は、確認欄

に、「済」を記入。 

 

 

  

 氏    名 確認欄 

照査技術者   

業務主任技術者   



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

「共通事項」 

設備設計最終段階における詳

細項目の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概算予算の把握 

 

充水・洗浄の計画 

 

１）各計算書相互間の確認はしたか。 

ａ．数量計算書 

ｂ．設計計算書 

ｃ．電流容量、短絡容量、遮断容量、計算書 

ｄ．耐震、アンカー強度計算書 

ｅ．運転操作・監視計測項目表 

ｆ．特記仕様書 

２）各提出図面の確認はしたか。 

ａ．案内図・構内図 

ｂ．単線結線図 

ｃ．盤外形図 

ｄ．運転操作フローシート 

ｅ．監視計測フローシート 

ｆ．幹線・制御電源・接地線系統図 

ｇ．配置(平面図・断面図)・配線図 

ｈ．配線表 

 

１）概算設計書の作成はしたか。 

 

１）充水・洗浄・排水等の概略計画については、概

略計画書を作成したか。 

２）機器試運転を含めた概略工程については、概略

工程表を作成したか。 

 

各計算書 

 

 

 

 

 

 

各提出図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概算設計書 

 

充水洗浄試運転 

概要計画書 

   

設－照３－１ 



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

「各工種別事項」 

受変電設備 

 

 

自家発電設備 

 

 

電気設備(負荷設備) 

 

 

計装設備 

 

 

監視制御設備 

 

 

遠隔監視制御設備 

 

 

無線設備 

 

 

工業用テレビ設備 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

   

設－照３－２ 



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

 

 

16 

ポンプ設備 

 

 

塩素注入設備 

 

 

薬品注入設備(PAC・バンド・

苛性ソーダ設備) 

 

次亜塩素酸ナトリウム注入設

備 

 

オゾン注入設備 

 

 

活性炭注入設備 

 

 

排水処理設備 

 

 

各種機械設備 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注仕様として適切か。 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

設計調書 

 

 

 

   

設－照３－３ 



 

 

成果品の照査項目一覧表（様式－３） 

No. 項 目 主 な 内 容 提示資料 
照査③ 

備 考 
該当対象 照 査 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

「諸官庁等の手続事項」 

東京電力(株) 

 

 

消防関係 

 

 

通商産業省(関東通商産業局) 

 

 

郵政省(関東電気通信監理局) 

 

 

その他 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注時以降の手順に影響を与えないか。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注時以降の手順に影響を与えないか。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注時以降の手順に影響を与えないか。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注時以降の手順に影響を与えないか。 

 

１）打合せ事項は反映されているか。 

２）工事発注時以降の手順に影響を与えないか。 

 

検討書 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

 

 

検討書 

   

設－照３－４ 



 

 

 

設 計 調 書 
                         

 

業 務 名： 

発注者名：北千葉広域水道企業団 

受託者名： 

作成年月日：令和  年  月  日 

  

 氏   名 

照査技術者  

業務主任技術者  



 

 

受変電設備設計調書（１） 

業 務 名  所 属 名  遮 

断 

器 

種類  電圧  V 電流 A 

施 設 名  受託者名  遮断容量 KA 個数    

所 在 地     

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 断 

路 

器 

種類  電圧  V 個数  

計 画 水 量 全体計画    ㎥ /日 今回計画    ㎥/日 操作方法  

受 電 電 圧 KV 契約電力 KW  

東 京 電 力 変電所から受電 コンデンサ 容量 KVA 電圧 V 個数  

消 防 設 備   結線法  

通 産 関 連  
そ 

の 

他 

計器用変圧器 形 式  個数  

騒 音 規 制 騒音規制区域第    種(  ｄB)敷地境界 変 流 器 形 式  個数  

制 御 方 式       

受 

電 

受 電 電 圧 KV 受電方式  

備 
 
 
 
 

考 
 

変圧器バンク数  絶縁階級  

取引用変成器  絶縁方式  

変 

圧 

器 

容  量 KVA 個 数 台 

構 造  形 式  

定 格 電 圧 V /  V 結 線 法  

絶 縁 種 別  相 数  

 



 

 

受変電設備設計調書（２） 

単線結線図等  

 

 



 

 

自家発電設備設計調書（１） 

業 務 名  所 属 名  遮 

断 

機 

種     類  定格電圧 V 定格電流 A 

施 設 名  受託者名  遮 断 容 量    KV     

所 在 地  インターロック   

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 燃 

料 

関 

係 

燃料移送ポンプ 容量 ℓ/min×  KW 台数  台 

計画水量 全体計画     ㎥/日  今回計画    ㎥/日 燃 料 小 出 槽 容量           ℓ 槽数  基 

受電電圧 KV 契約電力 KW 周波数 Hz 地下燃料貯留槽 容量           ℓ 槽数  基 

東京電力 変電所から受電 最大運転可能時間      時間    

消防設備 
 騒音関係 消音器 騒音値(消音器出口1mにて)      dB 

 
そ 

 

の 
 

他 

  

通産関連 
   

   

騒音規制 騒音規制区域第   種（   ｄＢ)敷地境界   

制御方式    

使用形能  形 式  

備 
 
 
 

考 
 

容 量 KVA 台 数         台 

発 

電 

機 

定 格 電 圧 V 定格周波数 Hz 定格回転数   min-1 

保 護 方 式  励磁方式  並列運転 有・無 

付 属 装 置  

電 

動 

機 

形   式  

定 格 出 力 PS 出力電圧 V 使用燃料  

燃料消費率  始動方式  冷却方式  

 



 

 

自家発電設備設計調書（２） 

単線結線図等  

 

 



 

 

電気設備(負荷設備)設計調書（１） 
業 務 名  所 属 名  

配 

電 

設 

備 

無停電電源装置 形 式  数 量       面 

施 設 名  受託者名  

 

交流入力 入力電圧       Ｖ 

所 在 地  

出  力 

電  圧 ＡＨ 容 量 KVA 

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 蓄電池容量 分間 セル数 セル 

計画水量 全体計画    ㎥/日  今回計画    ㎥/日 バックアップ時間  

受電電圧 KV 契約電力 KW 
そ の 他 

 

消防設備  
 

 

コントロールセ

ンタ 

 面 形 式  

通産関連  
定格電圧 Ｖ   

継 電 器 盤 

設備    面 設備    面 

騒音規制 騒音規制区域第   種(  dB) 敷地境界   dB 設備    面 設備    面 

制御方式   設備    面 設備    面 

配 
 

電 
 

設 
 

備 

高 圧 盤 定格電圧 V 面 数  面 

現場操作盤  

設備    面 設備    面 

低 圧 盤 定格電圧 V 面 数  面 設備    面 設備    面 

変圧器盤 定格電圧 V /   V 面 数  面 設備    面 設備    面 

そ の 他  
 

 

低圧動力用変

圧器 

二次電圧      V 容 量 KVA  

形  式  数 量     台 そ
の
他 

 

照明用変圧器 
二次電圧      V 容 量 KVA  

形  式  数 量      台  

電力用コンデ

ンサ 

定格電圧               Ｖ 

備 
 
 
 

考 

 

数  量 
   KVA× 台   KVA× 台 

   KVA× 台   KVA× 台 

直流電源装置 数  量  

 
蓄電池 

形  式  電  圧  V 

容  量     AH セ ル 数 セル 

整流器 入力電圧     V 出カ電圧  V 

  

 



 

 

電気設備（負荷設備）設計調書（２） 

単線結線図等  

 

 



 

 

計装設備設計調書（１） 
業 務 名  所 属 名  

計 
 
 
 

装 
 
 
 

機 
 
 
 

器 

区分 形  式 台数 液体名 主要部材料 計画レンジ 

施 設 名  受託者名  

圧 

力 

計 

測 

     

所 在 地       

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日      

計 画 水 量 全体計画          ㎥/日  今回計画       ㎥/日      

基 
 

本 
 

仕 
 

様 

設置環境 
温   度  屋内 0～40℃、屋外 －10～50℃      

湿   度  屋内 20～85％ＲＨ      

計装電源 
供給電源  □ＡＣ    Ｖ、□ＤＣ   Ｖ、□無停電      

計器電源  □ＡＣ    Ｖ、□ＤＣ   Ｖ、□無停電      

装用空気 
供給圧力  □0.137 ＭＰa  □その他（        ） 

水質

計測 

     

信号圧力  □20～100 ＫＰa □その他（        ）      

制 御・ 

出力信号 

電 子 式  □ＤＣ 4～20ｍＡ、□ＤＣ 1～5Ｖ      

空 気 式  □20～100 ＫＰa □その他（        ）      

復電自動復帰機能  □有、 □無      

       

計 
 

装 
 

機 
 

器 

区分 形  式 台数 液 体 名 主要部材料 計画レンジ      

流 

量 

計 

測 

          

     

その

他の

計測 

     

          

          

          

          

          

     

計 
装 

盤 

関 

係 

盤  名  称 面数 形  式 用   途 停電対策 

液 

位 

計 

測 

     １     □有、□無 

     ２     □有、□無 

     ３     □有、□無 

     ４     □有、□無 

     ５     □有、□無 

     ６     □有、□無 

     ７     □有、□無 

     ８     □有、□無 

 



 

 

計装設備設計調書（２） 

基本監視制御方式 

〈中央〉 

 

計装フロー図 

〈中央〉 

 

〈地区〉 

 

〈地区〉 

 

〈現場〉 〈現場〉 

 



 

 

監視制御設備設計調書（１） 
業 務 名  所 属 名   監視制御システム図 

 〈中央〉 施 設 名  受託者名  

所 在 地  

作成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 

計 画 水 量 全体計画     ㎥/日  今回計画       ㎥/日 

ハ
ー
ド
基
本
仕
様 

設置環境 
温   度  屋内 0～40℃、屋外 －10～50℃ 

湿   度  屋内 20～85％ＲＨ 

電  源 
供給電源  □ＡＣ    Ｖ、□ＤＣ   Ｖ、□無停電 

計器電源  □ＡＣ    Ｖ、□ＤＣ   Ｖ、□無停電 

操 作 器 
供給圧力  □0.137 ＭＰa  □その他（        ） 

信号圧力  □20～100 ＫＰa □その他（        ）  〈地区〉 

表 示 器 
電 子 式  □ＤＣ 4～20ｍＡ、□ＤＣ 1～5Ｖ 

空 気 式  □20～100 ＫＰa □その他（        ） 

伝 送 器 
中 央  □光ケーブル、□電線ケーブル、□その他（    ） 

現  場  □光ケーブル、□電線ケーブル、□その他（    ） 

監 

視 

制 

御 

用 

機 

器 

区分 名  称 形  式 数量 用  途  等 

中 

央 

    

    

    

    

    

     〈現場〉 

地 

区 

    

    

    

    

    

現 

場 

    

    

    

    

    



 

 

監視制御設備設計調書（２） 

基本監視制御方式 

 

監視制御項目表 

 

 



 

 

遠方監視制御設備設計調書（１） 
業 務 名  所 属 名  

設 

備 

の 

構 

成 

Ｃ Ｒ Ｔ の 台 数  

施 設 名  受託者名  制 御 装 置 の 台 数  

所 在 地  アラ－ム用プリンタ  

作成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 ロギング用プリンタ  

計 画 水 量 全体計画    ㎥/日  今回計画     ㎥/日 ハ － ド コ ピ － 装 置  

受 電 電 圧 KV 周波数 Ｈｚ ワ－クステ－ション  

消 防 設 備  
通 信 制 御 装 置  

そ の 他 の 装 置  

騒 音 規 制 騒音規制区域第   種(  dB) 敷地境界   dB  

設

置

目

的 

 ソ 

フ 

ト 

ウ
ェ 

ア 

操作フロ－図の作成  

自動制御方式の検討  

機器操作方法の検討  

グラフィック表示の検討  

親局 機場名  所在地  デ ー タ 収 集 処 理  

子局 機場名  所在地  デ ー タ 検 討 処 理  

基 

本 

仕 

様 

の 

決 

定 

伝 送 方 式  フ ァ イ ル 処 理  

システムの形態  運 転 記 録  

伝 送 回 線  帳 票 作 成 及 び 処 理  

伝 送 速 度    

制 御 応 答 時 間  

備 
 
 
 

考 
 

二 重 化 の 検 討  

 

インターフェース仕様  

 

無停電電源装置の検討  

 

拡 張 性 の 検 討  

 



 

 

遠方監視制御設備設計調書（２） 

概要図（フロー図・配置図等）縮小版貼付で可  

 

 



 

 

無線設備設計調書（１） 
業 務 名  所  属  名  

設

備

の

構

成 

 親   局 中 継 局 子   局 

施 設 名  受 託 者 名  多 重 無 線 装 置    

所 在 地  複 合 端 局 装 置    

作成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 無線用監視装置    

計 画 水 量 全体計画  ㎥/日  今回計画     ㎥/日 乾燥空気充填装置    

受 電 電 圧 KV 周 波 数 Ｈｚ 空 中 線    

消 防 設 備  
同 上 用 鉄 塔 等    

導 波 管    

騒 音 規 制 騒音規制区域第   種(  dB) 敷地境界   dB そ の 他 の 装 置  

設

置

目

的 

 

 

操作フロー図の作成  

 

自動切替方法の検討  

親 局 機場名  所在地   

中継局 機場名  所在地  鉄塔設計条件等の検討及び結果  

子 局 機場名  所在地  
 

基

本

仕

様

の

決

定 

見 通 図 の 作 成  

周波数帯の決定       ＭＨz帯 通信路容量   ｃＨ 関東電気通信監理局との協議経過  

二 重 化 の 検 討  

 
回 線 設 計  

空中線設置高さ  

親 局 建屋高  ｍ 鉄塔高  ｍ 合計地上高  ｍ (YP＋ ｍ) 

中継局 建屋高  ｍ 鉄塔高  ｍ 合計地上高  ｍ (YP＋ ｍ) 

備 

 

 

考 

 

子 局 建屋高  ｍ 鉄塔高  ｍ 合計地上高  ｍ (YP＋ ｍ) 

インターフェース仕様  

 

無停電電源装置の検討  

 



 

 

無線設備設計調書（２） 

概要図（フロー図・配置図等）縮小版貼付で可  

 

 



 

 

工業用テレビ設備設計調書（１） 
業 務 名  所 属 名  

屋 
 
 
 

外 
 
 
 

カ 
 
 
 

メ 
 
 
 

ラ 

区分 項   目 設    計    内    容 

施 設 名  受託者名  
カ 

 

メ 
 

ラ 

撮 像 素 子 撮  像  管 白 黒 Ｃ Ｃ Ｄ カラ－ＣＣＤ そ の 他 

所 在 地  最低被写体照度 Ｌｘ Ｌｘ Ｌｘ     Ｌｘ 

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 水 平 解 像 度 本 本 本 本 

計 画 水 量 全体計画          ㎥/日  今回計画       ㎥/日 垂 直 解 像 度 本 本 本 本 

基

本

仕

様 

装置環境 
温   度 屋内 0～40℃、屋外 －10～50℃ 走 査 方 式     

湿   度 屋内 20～85％ＲＨ 台 数 台 台 台 台 

電  源  □ＡＣ    Ｖ、  □ＤＣ    Ｖ      

規  格  □ＮＴＳＣ規格  □その他（              ） カ

メ

ラ

ケ

ー

ス 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 

システム 
 □白 黒  □動 画、 □準動画、 □静止画 保 護 構 造 □防塵形  □防滴形  □その他（       ） 

 □カラー  □動 画、 □準動画、 □静止画 材 質  □耐食アルミニウム合金、□その他（       ） 

伝送方法 
 □同軸ケーブル、 □自営電話線、 □公衆回線 デ フ ロ ス タ □有    □無 

 □マイクロ回線、 □光ファイバーケーブル ワ イ パ ー □有    □無 

制御方式  □直接制御、 □リレー制御、 □時分割多重制御 ヒ ー タ ー □有    □無 

  電
動
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 

屋 
 
 

内 
 
 

カ 
 
 

メ 
 
 

ラ 

区分 項  目 設    計    内    容 焦 点 距 離    ～    ｍｍ 

カ 

メ 

ラ 

撮 像 素 子 撮 像 管 白黒ＣＣＤ カラ－ＣＣＤ ズ ー ム 比 ズ ー ム 比  

最低被写体照度 Ｌｘ Ｌｘ Ｌｘ     Ｌｘ 明 る さ Ｆ＝ 

水 平 解 像 度 本 本 本 本 絞 り □手動   □自動   □その他（       ） 

垂 直 解 像 度 本 本 本 本 フ ォ ー カ ス □手動   □自動   □その他（       ） 

走 査 方 式     
電
動
雲
台 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 

台 数 台 台 台 台 左 右 回 転 角 度       度 

ケ
ー
ス 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 上 下 回 転 角 度 上方    度、下方   度 

保 護 構 造 □防塵形  □防滴形  □その他（       ） 補 助 照 明 □有（     Ｗ×    台）、  □無 

材 質 □耐食アルミニウム合金、□その他（       ）   

電
動
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 架 

台 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 

焦 点 距 離     ～    ｍｍ カ メ ラ 高 さ  

ズ ー ム 比  モ 

ニ 

タ 

関 

係 

モ
ニ
タ 

形 式 □白黒（  インチ× 台）、□カラー（  インチ× 台） 

明 る さ  Ｆ＝ 水 平 解 像 度        本 

絞 り  □手動   □自動   □その他（       ） 垂 直 解 像 度        本 

フ ォ ー カ ス  □手動   □自動   □その他（       ） 
操 

作 

卓 

等 

形 式 □操作卓、 □自立操作卓 

電
動
雲
台 

使 用 の 有 無 □有(   台)、    □無 概 略 寸 法      Ｗ×    Ｈ×   Ｄ 

左 右 回 転 角 度        度 ビデオ記録装置 □有（   台）、 □無 

上 下 回 転 角 度  上方    度、下方   度   

補 助 照 明  □有（     Ｗ×    台）、  □無   



 

 

工業用テレビ設備設計調書（２） 

システム構成図  

 

 



 

 

ポンプ設備設計調書（１） 
業 務 名  所 属 名  水撃作用の検討  

施 設 名  受託者名  

 

サージタンクの有無  

所 在 地  フライホイールの有無  

作成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 空 気 弁 等 の 状 況  

計 画 水 量 全体計画  ㎥/日  今回計画     ㎥/日 ハ ー ド コ ピ ー 装 置  

受 電 電 圧 ＫＶ 周波数 Ｈｚ Ｑ－Ｈ曲線の作成  

消 防 設 備  
キャビテーション領域の検討  

 

騒 音 規 制 騒音規制区域第   種(  dB) 敷地境界   dB ポンプ材質の検討  

ポンプ用途  ・取水  ・送水  ・その他（         ） 

 

ケ ー シ ン グ  羽 根 車  

水 

量 

日最大配水量     ㎥／日 主 軸  ス リ ー ブ  

時間最大配水量    ㎥／hr 時間最小水量   ㎥／hr ライナーリング    

時 間 係 数  その他主要部    

揚 

程 

実 揚 程       ｍ 管 路 損 失      ｍ  

ポンプ廻り損失       ｍ その他損失      ｍ 満水検知器・小配管等の検討  

全 揚 程       ｍ  

予備機を含む全台数       台 弁・主配管の検討  

１
台
当
た
り
の
仕
様 

ポ ン プ 水 量       ㎥／日   ㎥／hr   ㎥／min  

ポ ン プ 揚 程       ｍ 騒音・振動の検討  

ポ ン プ 形 式   

ポンプ回転数       min-1 保 証 効 率     ％以上 塗装の検討  

電 動 機 容 量       ＫＷ 速度変動範囲   ～  ％  

回転数制御方式  

備 
 
 

考 

 

締切圧力概略値       ｍ Ｎsの概略値  

吸 込 口 径       ｍｍ 

小水量時のポンプ運転方法の検討  

 



 

 

ポンプ設備設計調書（２） 

概要図（フロー図・配置図等）縮小版貼付で可  

 

 



 

 

薬品注入設備（塩素設備）設計調書（１） 

業 務 名   所 属 名  

後 
 

塩 
 

素 

最大注入率      ｍｇ/ℓ  注 入 機 容 量 台 数 

施 設 名   受 託 者 名  最大注入量      ｋｇ  kg/h  

所 在 地   最小注入率      ｍｇ/ℓ    

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 最小注入量   ｋｇ    

処 理 水 量 全体計画    ㎥ /日 今回計画    ㎥ /日 平均注入率      ｍｇ/ℓ    

前 
 

塩 
 

素 

最大注入率 ｍｇ/ℓ  注入機容量 台 数 平均注入量   ｋｇ    

最大注人量 ｋｇ  kg/h  貯
蔵
方
法 

ポ ン べ 本 数 タンク容量 貯  蔵  量 耐震基準 

最小注入率 ｍｇ/ℓ    
ｔｏｎボンべ   本 ｔｏｎ 基   

最小注入量 ｋｇ    

平均注入率 ｍｇ/ℓ    受
入
設
備 

 
平均注入量 ｋｇ    

中 
 

塩 
 

素 

最大注入率 ｍｇ/ℓ  注入機容量 台 数 
気 

化 

器 

容  量 ｋｇ/ｈ 

除 
 

害 
 

設 
 

備 

除 害 能 力 中和用苛性ソーダ貯槽 

最大注入量 ｋｇ  kg/h  台  数   容 量  

最小注入率 ｍｇ/ℓ    材  質  漏洩検知器台数 材 質  

最小注入量 ｋｇ    
ガ 

ス 

溜 
容  量     ㎥  数 量  

平均注入率 ｍｇ/ℓ    台  数  検 知 方 法 排  風  機  容  量 

平均注入量 ｋｇ    材  質  
 

㎥/ｈ   ｋｗ 

注入点の検討(前､中､後)  その他  台   数  

 



 

 

薬品注入設備（塩素設備）設計調書（２） 

配 
 

管 

 受入配管 取り出し 気 塩 排 気 計 塩素設備フローシ一ト図  

口 径      

 

材 質      

排
液
設
備 

排 液 ポ ン プ 排 液 貯 槽 配  管 

容 量  口 径  容量  口径  

材 質    材質  材質  

法
令
の
遵
守 

高圧ガス取締法、 大気汚染防止法、労働安全衛生法、その他条例 

県保安課協議  

震
災
対
策 

 

そ の 他  

 

 



 

 

薬品注入設備（塩素設備）設計調書（３） 

塩素注入設備フローシート図  

 

 



 

 

薬品注入設備（ＰＡＣ・バンド）設計調書 

業 務 名  所 属 名  そ 

の 

他 

 

施 設 名  受 託 者 名  

所 在 地  

完成年月

日 
令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 ＰＡＣ注入設備フローシート図  

処理水量 全体計画    ㎥ /日 今回計画    ㎥ /日  

注 入 点 の 検 討  

注 
 

入 
 

設 
 

備 

最大注入率ｍｇ/ℓ  注入機容量 台 数 

最大注人量ｋｇ  kg/h  

最小注入率ｍｇ/ℓ    

最小注入量ｋｇ  注入ポンプ容量 台 数 

平均注入率ｍｇ/ℓ    

平均注入量ｋｇ    

受
入
設
備 

 受入配管 注
入
配
管 

口 径  

材質  材 質  

口径  流量計  

貯
蔵
設
備 

 基 貯  槽 貯槽廻配管 付
属
設
備
等 

液位計 ドレン等 

容 量  口径  材質 
 

材 質  材質  

 



 

 

薬品注入設備（次亜塩素酸ナトリウム設備）設計調書 

業 務 名  所 属 名  次
亜
生
成
設
備 

 
施 設 名  受 託 者 名  

所 在 地  

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令和 年 月 日 

処 理 水 量 全体計画    ㎥ /日 今回計画    ㎥ /日 次亜注入設備フローシート図  

注 入 点 の 検 討  

 

注 
 

入 
 

設 
 

備 

最大注入率ｍｇ/ℓ  注入機容量 台 数 

最大注人量ｋｇ  kg/h  

最小注入率ｍｇ/ℓ    

最小注入量ｋｇ  注入ポンプ容量 台 数 

平均注入率ｍｇ/ℓ    

平均注入量ｋｇ    

受
入
設
備 

 受 入 配 管 注
入
配
管 

口 径  

材質  材 質  

口径  流量計  

貯
蔵
設
備 

 基 貯   槽 貯槽廻配管 付
属
設
備
等 

液位計 ドレン等 

容量  口径  材質 
 

材質  材質  

 



 

 

オゾン注入設備設計調書（１） 

業 務 名  所 属 名  
オ
ゾ
ン
発
生
器 

発 生 量 冷 却 方 法 排
オ
ゾ
ン
処
理
施
設 

ブロワー容量 材 質 

施 設 名  受 託 者 名      

所 在 地   冷 却 肺 肝 台   数  

完成年月日 令和 年 月 日 稼働年月日 令 和  年  月  日     

処 理 水 量 全体計画    ㎥ /日 今回計画    ㎥ /日 
配 

 
 
 

管 

材   質 口  径 排 オ ゾ ン 処 理 

中
オ
ゾ
ン
注
入
量 

最大注入率 ｍｇ/ℓ  空

気

源

設

備 

風  量 圧 力 材 質   容 量  

最大注人量 ｋｇ       材 質  

最小注入率 ｍｇ/ℓ  台 数 付属設備(ｽﾄﾚー ﾅー 等) その他特記 基 数  

最小注入量 ｋｇ    注
入
制
御
方
式 

 

平均注入率 ｍｇ/ℓ  空

気

冷

却

装

置 

処理量 設計温度 材 質 散
気
設
備 

散気管口径、数量、材質 

平均注入量 ｋｇ      

後
オ
ゾ
ン
注
入
量 

最大注入率 ｍｇ/ℓ  台 数  

最大注入量 ｋｇ    そ
の
他
設
備 

流量計・調節弁等  

最小注入率 ｍｇ/ℓ  空

気

乾

燥

装

置 

処理量 設計温度 材 質  

最小注入量 ｋｇ     

平均注入率 ｍｇ/ℓ  台 数   

平均注入量 ｋｇ    

残オゾン計  環境オゾン計  

 



 

 

オゾン注入設備設計調書（２） 

オゾン注入設備フローシート図  

 

 


